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小田原キャンパス（潮風祭）、�
福岡キャンパス（蓮翔祭）、�
大川キャンパス（月華祭）の�
様子はP.10～11を�
ご覧ください。�

「Ambition ～無限の可能性～」�
今年のテーマは�
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18回目を迎える風花祭をこれまで以上のものにしようという向上心や若者の持つ希望、夢、目標に�

向かって全力で取り組む強い決意、熱い思いなどが込められた。�

●Ｎｕｒｓｅ’ｓ ｃａｆｅ の�
　メガパフェ（500円）は�
　家族連れにぴったり！�●少林寺拳法部のだんご汁�

●ＤＥＶＩＬＳの�
　チョコバナナ�

●空手部のカレー�

●バトミントン部のそばめし�

●女子サッカー�
　サークルの�
　ひとくちポテト�

●水泳部の�
　キャラメルポップコーン�

３年目になった被災地支援。今年も宮城県岩沼市の新鮮野菜を仕入れて販売し、さらにこれらを使ったシチューも完売。�

ピアカウンセリング部の活動を�
壁いっぱいに紹介。�

アートデザインサークルの�
アメリカンフラワー制作実演。�

ミスコンテストとミスターコンテストの優勝は�
このふたり。�

ベストカップルコンテストの優勝カップル。�
賞品は東京ディズニーランドペアチケット。�
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ステージではコンテストも開催�

継続は力! 被災地支援�

風花祭模擬店Ｂ級グルメレポート�

風花祭�
か ざ は な さ い �

大田原キャンパス�

（大田原キャンパス　広報室　金井雅之）�

第18回�

屋内展示も充実�

実行委員長は�
理学療法学科２年の鈴木暁さん。�
ミスターコンテストや�
ベストカップルコンテストにも登場。�
「率先垂範」を地で行く�
頼もしい委員長だった。�
�

HP詳
し
く
は

ホ
ーム
ページへア

ク
セ
ス
!
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2.3 特集1 第18回風花祭�大田原キャンパス�
4.5 特集2 大田原キャンパス　�

秋のイベント�
国際医療福祉大学学会学術大会／�
キッズスクール／高齢者スクール�

海外保健福祉事情�
韓国・中国・台湾・ベトナム・タイ・シンガポール・�
オーストラリア�

国際医療福祉大学病院／国際医療福祉大学塩谷病院
／国際医療福祉大学三田病院�
国際医療福祉大学熱海病院／高木病院・福岡山王病
院／介護老人保健施設水郷苑・軽費老人ホームおお
かわケアハウス�
第39回日本重症心身障害学会学術集会開催のご報告�

　本学卒業生（2011年3月、医療福祉学部医療福祉
学科〈当時〉卒業）で、栃木県職員や本学職員を務めた
大蔵拓也さんが11月8日、29歳で死去した。大蔵さ
んは骨肉腫により17歳から車椅子生活を送るなか、日
本縦断を計画。2006年8月、北海道・宗谷岬を出発
して沖縄・波照間島をめざした。休日に野宿をしなが

ら車椅子を走らせる様子はメディ
アでたびたび紹介された。今年8月、
富山県を出発して間もなく体調が
悪化し緊急入院。余命は年内か半
年との宣告を受けた。同行してい
た友人ら3人が代走し、10月10日、
波照間島にゴール。大蔵さんは病
室で、北海道から沖縄まで運ばれ
たフラッグに「ありがとう」と書
き込んだばかりだった。�
　謹んでご冥福をお祈りいたします。�

小田原キャンパス／福岡キャンパス／�
大川キャンパス／大学院�
塩谷看護専門学校�
留学生通信�
�

北島学長の万国外科学会名誉会員就任および「Kitajima 
Prize」創設について／金澤大学院長瑞宝重光章を受
章／久常副大学院長フローレンス・ナイチンゲール記
章授与式のご報告�
国際医療福祉総合研究所が医療シンポジウムを開催／
第13回日本医療マネジメント学会栃木支部学術集会�
おおるり会卒後研修会／元培科技大学留学生が2年連
続で視機能療法学科に！／第4回「共に生きる社会」め
ざして　高校生作文コンテスト表彰式開催�

▲�

▲�
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●シンポジウムⅠの座長を務める�
　新井田学科長と黒澤教授� ●熱気のあったポスターセッション会場�

●バーチャルシミュレータで外科手術に挑戦�

第
四
回
�

（
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
 
広
報
室
 
金
井
雅
之
）
�

（
医
療
福
祉
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
�

講
師
　
野
村
晴
美
）�

●アイマスクをつけての盲導犬体験�

●実習の成果を生かしてブースを企画した�

●関連職種連携実習報告会での質疑応答場面�

●シンポジウムⅢの座長を務める�
　勝平講師と宮川講師�

●久常副大学院長による�
　特別講演�

●シンポジウムⅡの座長を務める�
　鈴木副院長と福島看護学科長�

●特別講演の天野副大学院長�

●挨拶に立つ武田弘志大会長�

●今年7月、日本縦断再スタートに際して本学を訪れた大蔵さん�

第
三
回
�
国
際
医
療
福
祉
大
学
学
会
学
術
大
会
�

キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
�

「
社
会
に
開
か
れ
た
大
学
」
を
基
本
理
念
の
ひ
と
つ
と
し
、さ
ら
に
、�

「
専
門
性
」、「
学
際
性
」
を
教
育
理
念
に
掲
げ
る
本
学
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
と
し
て
、�

こ
の
秋
に
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
三
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。�

　
九
月
一
二
日
、
恒
例
と
な

っ
た
「
幸
齢
者
ス
ク
ー
ル
」

が
開
催
さ
れ
、
六
四
名
の
ア

ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
が
講
演
、

展
示
、
体
験
学
習
に
参
加
し
た
。
�

　
午
後
の
医
療
福
祉
体
験
学
習
の
う
ち
、「
ハ

ン
ド
＆
ネ
イ
ル
ケ
ア
で
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
に

癒
し
を
」の
ブ
ー
ス
は
、二
日
前
に
介
護
福
祉

実
習
Ⅱ
を
修
了
し
た
介
護
福
祉
コ
ー
ス
の
三

年
生
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
た
。ハ
ン
ド
ケ

ア
は
、快
眠
コ
ー
ス
と
肩
こ
り
解
消
コ
ー
ス
を

用
意
し
た
。
ネ
イ
ル
ケ
ア
は
、
季
節
感
を
取

り
入
れ
た
三
種
類
の
ネ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
か
ら

選
べ
る
ほ
か
、爪
み
が
き
で
艶
出
し
を
希
望
で

き
る
な
ど
の
体
制
を
整
え
た
。
健
康
に
関
し

て
数
字
に
表
せ
な
い
内
容
で
あ
っ
た
が
、終
始

和
や
か
な
雰

囲
気
だ
っ
た
。
�

　
初
体
験
の

ネ
イ
ル
ケ
ア

の
あ
と
、
目

の
前
に
手
を

か
ざ
し
自
然

な
笑
み
が
こ

ぼ
れ
る
参
加

者
が
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
。

マ
ッ
サ
ー
ジ
で
は
、
参
加
者
も
学
生
も
温
も

り
あ
る
感
覚
を
体
感
し
、
癒
し
の
空
間
を
満

喫
で
き
た
と
感
じ
た
。
学
生
は
実
習
で
習
得

し
て
き
た「
生
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

が
で
き
て
い
た
と
教
員
一
同
感
心
し
た
。
�

�

　
八
月
一
〇
日
、「
キ
ッ
ズ
ス

ク
ー
ル
」（
協
賛
＝
ネ
ッ
ツ
ト

ヨ
タ
栃
木
株
式
会
社
、
共
催

＝
大
田
原
市
・
大
田
原
市
教

育
委
員
会
）
が
開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
小

学
生
五
八
名
と
中
学
生
五
五
名
で
、
小
学
生

は
理
学
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
、
視
能
訓
練

士
な
ど
医
療
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
側
と
し
て
、
中

学
生
は
看
護
師
、

診
療
放
射
線
技
師
、

作
業
療
法
士
、
薬

剤
師
な
ど
医
療
福

祉
に
従
事
す
る
側

と
し
て
各
分
野
を

体
験
し
た
。
�

　
ま
た
、
共
通
企
画
の
「
内
視
鏡
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
を
操
っ
て
み
よ
う
」
で
は
内
視
鏡
手
術

を
体
験
し
、
「
介
助
犬
・
盲
導
犬
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
身
体
が
不
自
由
だ
っ

た
り
目
が
見
え
な
い
人
た
ち
の
手
足
と
な
っ

て
働
い
て
く
れ
る
補
助
犬
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
�

最
後
に
北
島
政
樹
学
長
か
ら
参
加
者
一
人
ひ

と
り
に
「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ

ー
認
定
証
」
が
手
渡
さ
れ
た
。
�

�

　
八
月
三
一
日
、
九
月
一
日
の
二
日
間
、
大

田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
「
第
三
回
国
際
医

療
福
祉
大
学
学
会
学
術
大
会
」
（
大
会
長

武
田
弘
志
薬
学
部
長
）
が
開
催
さ
れ
た
。
今

回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、
�

『
医
療
福
祉
の
原
点
を
再
考
す
る
�

〜
Ｑ
Ｏ
Ｌ（Q

u
a
lity
 o
f L
ife

）と
�

Ｑ
Ｏ
Ｄ（Q

u
a
lity
 o
f D
e
a
th

）〜
』
。�

　
従
来
、
患
者
様
本
位
の
安
心
・
安
全
で
か

つ
質
の
高
い
医
療
福
祉
の
実
践
はQ

u
ality

 
o
f L
ife

（
患
者
様
が
理
想
と
す
る
生
き
方
、

も
し
く
は
社
会
的
に
み
て
人
間
ら
し
い
生
活
）

の
向
上
が
第
一
に
考
え
ら
れ
て
き
た
。
近
年
は
、

こ
れ
に
加
え
、Q

uality of D
eath 

（
患
者
様

が
望
む
理
想
的
な
死
に
方
、
安
ら
か
な
最
期

の
迎
え
方
）
の
向
上
も
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
代
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
　

　
今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
こ
う
し
た
時
代

背
景
を
踏
ま
え
た
も
の
で
、
医
療
福
祉
に
携

わ
る
多
職
種
の
専
門
家
が
一
堂
に
会
し
て
、

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
活
発
な
議
論
と
発
表
を
行

う
と
と
も
に
、
改
め
て
医
療
福
祉
の
原
点
に

つ
い
て
考
え
た
。
�

　
二
日
間
の
会
期
中
、
口
述
発
表
や
ポ
ス
タ

ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
他
、
二
つ
の
特
別
講
演
、

三
つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
臨
床
工
学
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
が
ん
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
養

成
基
盤
推
進
プ
ラ
ン
公
開
講
座
、
学
科
特
別

企
画
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
実
り
多
い
学
術
大

会
と
な
っ
た
。
�

　
ま
た
、
こ
の
学

術
大
会
に
先
立
ち
、

一
日
目
の
午
前
に

「
関
連
職
種
連
携

実
習
報
告
会
」
が

開
催
さ
れ
、
学
生

を
ご
指
導
い
た
だ

い
た
実
習
先
の
担

当
者
な
ど
が
見
つ

め
る
中
、
三
つ
の

教
室
で
一
八
チ
ー

ム
が
発
表
を
行

っ
た
。
�

（
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
 
広
報
室
 
金
井
雅
之
）�

■
関
連
職
種
連
携
実
習
報
告
会
�

■
臨
床
工
学
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
�

■
開
会
式
�

　
北
島
政
樹
学
長
、武
田
弘
志
薬
学
部
長
�

■
特
別
講
演
Ⅰ
�

　（
座
長
　
杉
原
素
子
副
大
学
院
長
）�

　
「
看
護
行
政
の
推
進
 
〜
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
と
Ｑ
Ｏ
Ｄ
〜
」
�

　
久
常
節
子
副
大
学
院
長
�

■
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
�

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
�

　（
座
長

新
井
田
孝
裕
視
機
能
療
法
学
科
長
、黒
澤
美
枝
子
教
授
）�

　
「
痛
み
と
痒
み
―
そ
の
病
態
と
治
療
―
」
�

　
天
野
託
教
授
、伊
藤
寛
之
講
師
、新
井
巌
客
員
研
究
員
、�

　
大
塚
勤
教
授
�

■
特
別
講
演
Ⅱ（
座
長
　
武
田
弘
志
薬
学
部
長
）�

 
「
医
療
に
お
け
る
�

 
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
教
育
」
�

 
天
野
隆
弘
副
大
学
院
長
�

■
情
報
交
換
会
�

：
�

：
�

：
�

■
口
述
発
表
�

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
�

　（
座
長
　
鈴
木
裕
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
副
院
長
、�

　
福
島
道
子
看
護
学
科
長
）�

　
「
緩
和
医
療
の
現
状
と
将
来
展
望
」
�

　
鈴
木
裕
副
院
長
、小
川
朋
子
准
教
授
、姫
野
深
雪
講
師
、�

　
児
玉
弘
子（
作
業
療
法
士
）、松
尾
英
樹（
理
学
療
法
学
科
）�

■
学
科
特
別
企
画
�

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅲ（
座
長
　
勝
平
純
司
講
師
、宮
川
和
也
講
師
）�

　
「
若
手
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
医
療
福
祉
の
先
端
知
識
・
技
術
の
共
有
―
」
�

　
勝
平
純
司
講
師
、佐
藤
謙
一
講
師
、丸
山
純
人
助
教
、野
村
晴
美
講
師
、�

　
窪
田
光
枝
講
師
、宮
川
和
也
講
師
�

■
が
ん
プ
ロ
公
開
講
座（
座
長
　
大
東
貴
志
三
田
病
院
泌
尿
器
科
部
長
）�

　
「
　d

a
ys
 d
is
c
h
a
rg
e
 p
ro
g
ra
m

―
患
者
、家
族
、病
院
、�

　
地
域
の
連
携
医
療
は
欧
州
の
E
R
A
S
を
凌
ぐ
」
�

　
鈴
木
裕
副
院
長
�

■
国
際
医
療
福
祉
大
学
学
会
総
会
�

■
閉
会
式
� ：

�

：
�

：
�

：
�

５
�
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海
外
保
健
福
祉
事
情
�

詳
細
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
感
謝
�

福
岡
保
健
医
療
学
部
　
作
業
療
法
学
科
�

学
科
長
　
原
口
健
三
�

The Overseas TrainingThe Overseas Training

中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
�

研
究
セ
ン
タ
ー
�

福
岡
保
健
医
療
学
部
　
作
業
療
法
学
科
�

講
師
　
新
川
寿
子
�

保
健
医
療
学
部
　
看
護
学
科
�

教
授
　
世
良
喜
子
�

福
岡
保
健
医
療
学
部
　
理
学
療
法
学
科
�

二
年
　
吉
田
賢
右
�

　
八
月
六
日
〜
一
九
日
、
学
生
一
〇
名（
大
田

原
キ
ャ
ン
パ
ス
三
名
、
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
七
名
）

と
教
員
一
名
が
北
京
で
の
研
修
に
参
加
し
た
。

学
生
は
中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ

ン
タ
ー（
Ｃ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
）の
薬
局
、
看
護
、
理
学
療

法
、
作
業
療
法
の
各
部
門
で
実
習
す
る
と
と

も
に
、
漢
方

薬
局
や
中
国

医
学
治
療
セ

ン
タ
ー
な
ど

中
国
の
病
院

に
特
有
な
部

門
に
つ
い
て

見
学
・
体
験

を
行
っ
た
。

ま
た
、
夜
に

は
京
劇
や
雑

技
を
鑑
賞
し
、
休
日
に
は
万
里
の
長
城
や
紫

禁
城
な
ど
、
多
く
の
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
を

訪
れ
た
。
�

　
こ
れ
ら
の
臨
床
経
験
や
中
国
文
化
に
触
れ

る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
滞
在
中
に
よ
り
身

近
な
生
活
習
慣
・
食
物
・
考
え
方
や
感
じ
方

の
違
い
を
経
験
し
、
少
な
か
ら
ず
適
応
で
き

た
こ
と
が
学
生
に
と
っ
て
何
よ
り
の
財
産
だ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
経
験
が
、
参
加
し

た
各
々
の
こ
れ
か
ら
の
糧
に
な
る
こ
と
を
願
う
。
�

　
中
国
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
。
下
水
道
の
状
態
に
よ
っ
て
は
ト

イ
レ
に
紙
を
流
せ
な
い
、水
道
水
は
硬
水
の
た

め
沸
か
す
必
要
が
あ
る
な
ど
、日
本
と
違
う
習

慣
に
戸
惑
っ
た
。
ま
た
、北
京
は
ビ
ル
が
立
ち

並
ぶ
大
都
会
で
あ
る
一
方
、市
内
に
故
宮
、
郊

外
に
万
里
の
長
城
な
ど
の
世
界
遺
産
が
点
在
し
、

現
代
と
歴
史
が
共
存
す
る
街
だ
と
思
っ
た
。
�

　
中
国
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ

ー
で
は
、
治
療
師
は
患
者
が
や
り
た
く
な
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
行
わ
な
い
な
ど
無
駄
に
ス
ト

レ
ス
を
か
け
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ

と
や
、
リ
ハ
ビ
リ
場
面
に
付
き
添
う
家
族
に
、

リ
ハ
ビ
リ
や
介
護
が
自
宅
で
も
で
き
る
よ
う

に
説
明
し
て
い
る
場
面
を
見
学
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
家
族
の
負
担
を
大
幅
に
改
善
で
き

る
と
感
じ
た
。
日
本
で
は
体
験
で
き
な
い
環

境
や
考
え
方
の
違
い
を
知
り
、
も
っ
と
広
い

視
野
で
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
う
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
気
づ
き
を
自
分
の
成
長

の
た
め
に
役
立
て
た
い
。
�

違
い
を
知
り
、�

適
応
で
き
た
こ
と
が
財
産
�

　
八
月
一
一
日
よ
り
一
一
日
間
、
学
生
三
三

名
（
福
岡
看
護
学
部
二
五
名
、
大
田
原
キ
ャ

ン
パ
ス
八
名
）
と
教
員
二
名
が
参
加
し
、
今

年
か
ら
京
都
医
療
科
学
大
学
の
学
生
五
名
と

教
員
二
名
が
加
わ
っ
た
。
�

　
元
培
科
技
大
学
は
台
湾
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ

ー
と
い
わ
れ
る
新
竹
に
あ
り
、
医
学
技
術

学
部
、
健
康
科
学
部
な
ど
を
持
つ
総
合
大

学
で
あ
る
。
中
国
語
講
座
や
民
族
文
化
講

座
（
書
道
や
太
極
拳
、
新
竹
市
の
寺
院
の

見
学
）
を
通
し
て
台
湾
の
文
化
を
学
び
、

ま
た
、
台
湾
の
医
療
制
度
の
講
義
や
病
院
、

老
人
ホ
ー
ム
の
見
学
か
ら
台
湾
の
医
療
福
祉

の
現
状
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
台
湾
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
が
研
修
運
営
の
サ
ポ
ー
ト

は
も
ち
ろ
ん
、
ホ
テ
ル
で
生
活
を
共
に
し
て

く
れ
て
、
お
互
い
の
国
を
理
解
し
て
い
く
経

験
を
得
た
。
こ
の
心
温
ま
る
交
流
は
、
こ
れ

か
ら
の
未
来
を
創
っ
て
い
く
学
生
の
国
際
社

会
を
担

う
一
員

と
し
て

の
飛
躍

へ
と
つ

な
が
る

も
の
と

考
え
る
。
�

国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
の
�

飛
躍
へ
と
つ
な
が
る
�

　
日
本
の
学
生
七
〜
八
人
に
対
し
て
三
人
の

台
湾
の
学
生
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
体
制

は
、
異
国
の
地
で
何
も
わ
か
ら
な
い
私
た
ち

に
と
っ
て
心
強
い
存
在
で
あ
っ
た
。
�

　
朝
か
ら
夜
ま
で
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

組
ま
れ
て
お
り
、
元
培
科
技
大
学
の
講
師
陣

に
よ
る
言
語
・
文
化
・
医
療
に
つ
い
て
の
講

座
や
、
四
か
所
の
病
院
・
施
設
の
見
学
が
あ

っ
た
。
講

義
で
は
、

資
料
に
日

本
語
訳
が

つ
い
て
い

る
う
え
、

通
訳
な
ど

の
配
慮
も

あ
り
、
理

解
を
深
め

る
こ
と
が

で
き
た
。
�

　
病
院
・

施
設
見
学
で
は
最
新
の
台
湾
医
療
を
学
び
、

独
自
の
文
化
・
考
え
方
が
医
療
に
色
濃
く
反

映
さ
れ
て
い
る
部
分
を
感
じ
た
。
ま
た
、
自

由
行
動
の
時
間
に
は
、
台
湾
な
ら
で
は
の
食

べ
物
や
観
光
地
を
堪
能
し
た
。
積
極
的
な
行

動
や
発
言
が
身
に
つ
き
、
心
か
ら
の
絆
や
連

携
を
知
る
こ
と
で
、
人
と
し
て
成
長
で
き
た

と
実
感
し
て
い
る
。
ま
た
、
世
界
に
つ
い
て

の
考
え
方
や
視
野
が
広
が
る
研
修
だ
っ
た
。
�

充
実
の
台
湾
一
〇
日
間
�

福
岡
看
護
学
部
　
看
護
学
科
�

三
年
　
佐
々
野
麻
耶
�

確
実
に
視
野
が
�

広
が
っ
た
こ
と
を
実
感
�

　
最
初
は
私
た
ち
の
振
る
舞
い
は
ぎ
こ
ち
な

か
っ
た
が
、
病
院
実
習
や
用
意
し
て
く
れ
た

さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
通
し
て
親
睦
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ま
で
学
習
し
て
き
た

私
の
韓
国
語
が
伝
わ
っ
た
と
き
は
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
。
今
度
の
冬
に
日
本
に
来
て
く
れ

た
と
き
は
大
い
に
歓
迎
し
た
い
。
�

　
病
院
研
修
で
は
脊
柱
側
弯
症
専
門
の
病
院

に
行
っ
た
。
こ
う

し
た
病
院
を
見
学

す
る
の
は
初
め
て

で
、
日
本
で
も
珍

し
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
脊
柱

の
曲
が
り
を
測
定

す
る
機
械
や
、
右

肩
と
左
肩
で
ど
ち

ら
が
ど
の
く
ら
い

傾
い
て
い
る
の
か

測
る
道
具
な
ど

が
あ
っ
た
。
ま

た
鏡
が
多
く
設

置
さ
れ
て
お
り
、

患
者
さ
ん
が
自
分
の
歩
く
様
子
を
見
な
が
ら

歩
行
練
習
を
し
て
い
る
場
面
を
見
る
な
ど
、

大
変
勉
強
に
な
っ
た
。
�

　
こ
の
研
修
を
通
し
て
、
韓
国
の
文
化
に
触

れ
韓
国
の
学
生
た
ち
と
交
流
し
、
自
分
の
価

値
観
が
変
わ
っ
た
。
今
回
の
経
験
を
今
後
の

自
分
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。
�

価
値
観
が
変
わ
る
体
験
が
で
き
た
�

福
岡
保
健
医
療
学
部
　
言
語
聴
覚
学
科
�

助
教
　
杉
原
活
郎
�
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�

　
仁
済（
イ
ン
ジ
ェ
）大
学
は
、
釜
山
近
郊
の
金

海
市
に
位
置
す
る
医
療
系
の
総
合
大
学
で
あ
る
。

八
月
五
〜
一
六
日
、
先
方
の
手
厚
い
サ
ポ
ー

ト
の
も
と
、
四
七
名（
理
学
二
七
名
、
作
業
九

名
、
言
語
一
一
名
）の
研
修
が
行
わ
れ
た
。
�

　
研
修
の
軸
は
、
日
韓
混
成
の
グ
ル
ー
プ
活

動
を
も
と
に
し
た
学
生
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
る
。
二
日
目
に

は
グ
ル
ー
プ
が
組

ま
れ
、
文
化
交
流
、

韓
国
語
教
室
、
釜

山
市
内
見
学
、
病

院
訪
問
、
そ
し
て

Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ダ
ン

ス
コ
ン
テ
ス
ト
ま
で
、

多
く
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
こ
の
グ
ル
ー

プ
で
行
わ
れ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
協
働
作
業
を

通
じ
て
親
睦
が
深
ま
っ
て
い
く
様
を
目
の
当

た
り
に
し
、
驚
き
、
嬉
し
く
思
っ
た
。
当
初

ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
、

仁
済
の
学
生
の
積
極
性
に
負
う
形
で
徐
々
に

打
ち
解
け
た
も
の
と
な
っ
た
。
特
に
日
ご
と

上
達
す
る
仁
済
の
学
生
の
日
本
語
に
、
交
流

に
か
け
る
貪
欲
さ
を
見
る
思
い
が
し
た
。
�

� 日
韓
混
成
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
交
流
�

福
岡
保
健
医
療
学
部
　
理
学
療
法
学
科
�

二
年
　
福
島
菜
津
美
�

　
海
雲
台
白
病
院
や
金
海
報
勲
病
院
を
訪
問

し
て
設
備
や
医
療
職
の
仕
事
な
ど
を
見
学
し

た
り
、
世
界
遺
産
の
仏
国
寺
や
石
窟
庵
、
国

立
慶
州
博
物
館
な
ど
で
韓
国
文
化
に
触
れ
た

り
し
た
。
�

　
海
雲
台
白
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

室
は
、
成
人
と
小
児
、
理
学
療
法
室
と
作
業

療
法
室
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
療
法
で

治
療
し
て
い
た
。
水
治
療
室
に
は
プ
ー
ル
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
側
面
を
透
明
に
し
、
横

か
ら
患
者
さ
ん
の
動
き
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

構
造
に
す
る
な
ど
工
夫
さ
れ
て
い
た
。
金
海

報
勲
病
院
で
は
作
業
療
法
の
一
つ
と
し
て
、

患
者
さ
ん
と
直
に
向
き
合
い
、
音
楽
・
写
真
・

匂
い
な
ど
を
効
果
的

に
使
い
、
視
覚
・
聴

覚
な
ど
を
刺
激
し
て

治
療
で
き
る
部
屋
が

あ
っ
た
。
�

　
ま
た
、
韓
国
の
学

生
と
の
交
流
を
通
し

て
人
の
温
か
さ
も
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

韓
国
の
医
療
や
文
化

に
興
味
が
湧
く
と
同
時
に
、改
め
て
「
チ
ー
ム

医
療
・
チ
ー
ム
ケ
ア
」
の
大
切
さ
や
日
本
の

素
晴
ら
し
い
文
化
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
�

�

　
建
陽
（
コ
ニ
ャ
ン
）
大
学
は
、
論
山
市
の

本
部
キ
ャ
ン
パ
ス
と
大
田
市
の
医
科
大
学
・

医
療
保
健
系
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
、
福
岡
保

健
医
療
学
部
と
福
岡
看
護
学
部
の
学
生
七
〇

名
の
研
修
は
大
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
心
に
実

施
さ
れ
た
。
�

　
研
修
で
は
、
建

陽
大
学
国
際
教
育

院
に
よ
る
詳
細
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
準

備
さ
れ
て
い
た
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
、
歓
迎
式
典
、

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア

ー
、
韓
国
語
研
修
、

文
化
体
験
、
全
体

交
流
会
（
ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
）
は
学
生
全
員
で

実
施
し
、
基
本
的
な
日
々
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
病

院
見
学
、
学
科
別
学
生
交
流
、
福
祉
施
設
の

見
学
、
幼
稚
園
実
習
な
ど
）
は
学
科
別
に
体

験
し
た
。
�

　
二
週
間
を
通
し
て
、
建
陽
大
学
日
本
（
語
）

学
科
の
学
生
一
一
名
の
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
（
通

訳
サ
ポ
ー
ト
）
を
受
け
、
充
実
し
た
研
修
と

な
っ
た
。
開
始
当
初
は
戸
惑
い
と
不
安
を
抱

え
て
い
た
学
生
も
、
最
後
に
は
涙
の
別
れ
を

し
て
い
る
場
面
が
多
く
見
ら
れ
た
。
�

有
意
義
だ
っ
た
施
設
見
学
�
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仁
済（
イ
ン
ジ
ェ
）大
学
�

韓国�中国�

台湾�

建
陽（
コ
ニ
ャ
ン
）大
学
�

韓国�

福
岡
保
健
医
療
学
部
　
理
学
療
法
学
科
�

二
年
　
谷
口
祐
貴
�

元
培（
げ
ん
ば
い
）
科
技
大
学
�
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The Overseas TrainingThe Overseas Training

ナ
ン
ヤ
ン
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
校
�

福
岡
保
健
医
療
学
部
　
言
語
聴
覚
学
科
�

准
教
授
　
爲
数
哲
司
�

福
岡
看
護
学
部
　
看
護
学
科
�

三
年
　
吉
原
駿
�

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
研
修
は
本
学
初
の
試
み
で
、

小
田
原
保
健
医
療
学
部
の
学
生
一
九
名（
看
護
・

理
学
・
作
業
）
が
参
加
し
た
。
�

　
ナ
ン
ヤ
ン
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
校（
Ｎ
Ｙ
Ｐ
）と

周
辺
施
設
で
の
一
〇
日
間
の
研
修
は
ま
ず
、

政
府
の
強
力
な
後
押

し
で
整
備
さ
れ
て
い

る
設
備
と
恵
ま
れ
た

教
育
環
境
に
圧
倒
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
学

内
で
の
講
義
や
演
習

以
外
に
、
国
の
制
度

に
基
づ
く
さ
ま
ざ
ま

な
規
模
や
役
割
を
持

っ
た
病
院
、
職
業
前

訓
練
に
特
化
し
た
施
設
、
地
域
に
根
ざ
し
た

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
施
設
な
ど
を
見
学
し
た
。

学
生
は
保
健
・
医
療
の
問
題
が
単
に
専
門
職

の
技
術
の
問
題
で
は
な
い
こ
と
や
、
中
央
積

立
基
金
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
国
の
シ
ス
テ

ム
が
歴
史
的
に
も
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
に
支
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
た
と
思
う
。

日
本
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
制
度
下
で
の
医

療
や
保
健
の
あ
り
方
を
垣
間
見
た
こ
と
は
、

将
来
、
彼
ら
が
日
本
で
自
ら
の
理
想
を
具
現

化
す
る
に
は
何
が
必
要
か
を
考
え
る
良
い
契

機
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
�

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
講
義
は
特
に
印
象
深
か
っ
た
。
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
で
は
入
院
し
た
患
者
さ
ん
が
退
院
後
再

び
病
院
に
戻
る
ケ
ー
ス
を
防
ぐ
た
め
に
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ナ
ー
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
て
い
る
。
看
護
師
だ
け
で
は
な
く
、
理
学

療
法
士
や
作
業
療
法
士
な
ど
の
専
門
職
も
参

加
し
知
識
や
経
験
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
病

院
に
戻
る
人
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
知
り
、
関
連
職
種
と
の
連
携
は

病
院
内
だ
け
で
は
な
く
地
域
の
中
で
も
大
切

な
こ
と
だ
と
感
じ
た
。
�

　
ま
た
、
学
科
別
の
体
験
学
習
で
は
、
心
肺

蘇
生
法
と
自
動
体
外
式
除
細
動
器
の
基
本
を

学
ん
だ
後
、
実
際
の
場
面
に
遭
遇
し
た
と
き

に
ど
ん
な
対
応
を
と
る
の
が
よ
い
か
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
そ
の
対
応
方
法
に
つ

い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
。
状
況
に
応

じ
て
自
分
で
考
え
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
か

っ
た
が
、
判
断
力
を
鍛
え
る
ひ
と
つ
の
良
い

経
験
と
な
っ
た
。
�

�

シ
ス
テ
ム
の
違
い
か
ら
�

保
健
・
医
療
を
学
ぶ
�

　
八
月
二
日
か
ら
一
五
日
ま
で
、
六
一
名
の

学
生
と
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
で
研
修
を
行
っ
た
。

季
節
は
冬
だ
が
日
本
の
五
月
下
旬
く
ら
い
の

気
温
で
さ
ら
っ
と
し
て
お
り
、
緑
が
多
く
美

し
い
街
並
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
慣
れ
な

い
外
国
暮
ら
し
の
せ
い
か
体
調
を
崩
す
学
生

が
多
く
、
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
た
感
が
あ
っ
た
。

街
に
目
を
移
す
と
、
ス
ー
パ
ー
や
道
路
を
電

動
三
輪
車
で
移
動
す
る
高
齢
者
や
障
害
者
が

多
く
、
ス
ー
パ
ー
に
は
電
動
三
輪
車
の
販
売

コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ
た
。
一
方
、
道
路
で
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
は
見
か
け
ず
、
信
号
も
音
が
出
る

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
�

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
、
あ
い
さ
つ
や
手
伝

い
を
し
な
い
国
の
学
生
も
多
か
っ
た
よ
う
だ
。

日
本
人
や
韓
国
人
は
そ
の
点
は
評
判
が
良
く
、

礼
儀
が
基
本
で
あ
る
こ
と
は
万
国
共
通
だ
と
実

感
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
英
語
の
能
力
を
確

実
に
向
上
さ
せ
た
よ
う
で
、
皆
多
く
の
思
い
出

と
と
も
に
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
�

� ス
ー
パ
ー
で
電
動
三
輪
車
を
販
売
�

　
海
外
の
医
療
福
祉
事
情
を
学
び
、
語
学
を

身
に
つ
け
る
た
め
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
修

に
参
加
し
た
。
期
待
よ
り
不
安
の
方
が
強
か

っ
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
し
て
不
安

は
充
実
感
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
老
人
ホ

ー
ム
で
は
歌
で
歓
迎
さ
れ
た
。
歌
詞
カ
ー
ド

を
手
で
持
て
な
い
方
や
声
が
出
に
く
い
方
が

一
生
懸
命
歌

っ
て
く
れ
る

姿
に
感
動
し

た
。
耳
が
聞

こ
え
に
く
い

方
と
の
英
語

で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
試
行
錯

誤
の
連
続
だ

っ
た
。
ジ
ャ

パ
ン
デ
ー
で

は
習
字
を
行

い
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー

に
も
実
際
に
書
い
て
も
ら
っ
た
。
習
字
を
通

し
て
日
本
の
文
化
を
紹
介
で
き
た
と
同
時
に
、

感
謝
の
気
持
ち
も
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
�

　
二
週
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
感
じ
た
こ
と
は
、

伝
え
た
い
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
が

大
切
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、
将
来
医

療
人
と
し
て
働
く
う
え
で
も
生
か
し
て
い
け

る
と
思
う
。
�

伝
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
大
切
�

福
岡
保
健
医
療
学
部
　
言
語
聴
覚
学
科
�

二
年
　
田
村
公
一
�

地
域
で
も
大
切
な
関
連
職
種
連
携
�

　
二
週
間
の
生
活
の
中
で
、
私
た
ち
は
タ
イ

の
文
化
や
歴
史
、
医
療
事
情
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
驚
い
た
の
は
、
病

院
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
と
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
ふ
た
つ
に
わ
け
ら

れ
て
お
り
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
ホ
ス
ピ
タ
ル

は
完
全
な
利
益
追
求
の
ビ
ジ
ネ
ス
だ
と
い
う

こ
と
。
ま
た
、
タ
イ
で
は
エ
イ
ズ
の
患
者
さ

ん
が
多
く
、
受
け
入
れ
の
た
め
に
「
エ
イ
ズ

寺
院
」
と
い

う
も
の
が

あ
る
。
そ
こ

で
は
エ
イ
ズ

の
恐
ろ
し
さ

を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、

亡
く
な
っ
た

方
の
ミ
イ
ラ

を
展
示
し
て

い
る
「
命
の

博
物
館
」
や
、

引
き
取
り
手

の
な
い
遺
灰
を
祀
っ
た
お
堂
が
あ
り
、
強
い

印
象
を
受
け
た
。
一
方
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大

学
の
学
生
と
交
流
す
る
場
を
多
く
持
て
た
こ

と
は
貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
。
つ
た
な
い
英

語
な
が
ら
も
た
く
さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
で
タ
イ
と

日
本
の
文
化
を
互
い
に
学
び
あ
う
こ
と
が
で

き
た
こ
と
が
何
よ
り
の
収
穫
だ
っ
た
。
�

日
本
に
は
な
い
病
院
の
か
た
ち
�

福
岡
看
護
学
部
　
看
護
学
科
�

教
授
　
下
條
三
和
�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
�

　
八
月
四
日
〜
一
八
日
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の

チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
で
学
生
四
八
名
（
大
田
原

一
八
名
、
小
田
原
一
名
、
大
川
八
名
、
福
岡

二
一
名
）
が
研
修
を
行
っ
た
。
暑
さ
と
連
日

の
夕
方
か
ら
の
雨
と
い
う
悪
天
候
の
中
、
患

者
と
家
族
で
あ

ふ
れ
る
活
気
あ

る
大
規
模
病
院

で
、
四
グ
ル
ー

プ
に
わ
か
れ
て
、

バ
イ
タ
ル
サ
イ

ン
測
定
、
清
拭
、

洗
髪
、
処
置
の

介
助
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン

訓
練
な
ど
の
活

動
に
触
れ
た
。

ス
タ
ッ
フ
の
方

の
親
切
で
熱
心

な
指
導
と
入
院
患
者
さ
ん
・
ご
家
族
の
方
の

協
力
に
応
え
る
よ
う
に
、
言
葉
の
壁
を
乗
り

越
え
て
積
極
的
に
研
修
を
行
っ
た
。
�

　
友
好
的
な
受
け
入
れ
の
お
か
げ
で
毎
年
、

有
意
義
な
研
修
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
今
年

は
日
本
ベ
ト
ナ
ム
外
交
関
係
樹
立
四
〇
周
年

と
い
う
記
念
の
年
で
も
あ
り
、
ジ
ャ
パ
ン
デ

ー
で
も
大
い
に
親
交
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

発
展
途
上
で
活
気
あ
ふ
れ
る
ベ
ト
ナ
ム
で
の

研
修
で
学
生
は
多
く
の
刺
激
を
受
け
、
学
び

も
大
き
か
っ
た
。
こ
の
貴
重
な
経
験
を
今
後

の
学
習
や
生
活
に
生
か
し
て
ほ
し
い
。
�

�

活
気
あ
ふ
れ
る
二
週
間
�

保
健
医
療
学
部
　
理
学
療
法
学
科
�

二
年
　
土
屋
菜
摘
�

　
チ
ョ
ー
ラ
イ
病
院
で
は
、
バ
イ
タ
ル
チ
ェ

ッ
ク
、
患
者
さ
ん
へ
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
を

さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
慣
れ
て
い
な
い
こ
と
で

あ
り
最
初
は
上
手
く
で
き
な
か
っ
た
が
、
親

切
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
た
め
、
だ
ん
だ
ん

身
に
付
き
、
自
信
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。

他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
を
訪
れ
た
が
、
特

に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｕ
病
院

で
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
友
好
や
医
療
協
力
の

象
徴
で
あ
る
ド
ク
さ
ん
に
お
会
い
し
た
こ
と

だ
。
そ
こ
で

は
ホ
ル
マ
リ

ン
漬
け
さ
れ

た
奇
形
児
を

直
接
目
に
し
、

ベ
ト
ナ
ム
戦

争
の
悲
惨
さ

が
窺
え
た
。
�

　
ジ
ャ
パ
ン

デ
ー
で
は
、

料
理
、
歌
、

ダ
ン
ス
、
空

手
で
日
本
の

文
化
を
伝
え
た
。
日
本
に
つ
い
て
知
識
不
足

で
あ
っ
た
の
で
、
今
後
勉
強
に
励
む
意
欲
が

湧
い
た
。
�

　
タ
イ
研
修
は
今
年
が
二
年
目
で
、
大
田
原
・

福
岡
・
大
川
か
ら
二
三
名
の
学
生
が
参
加
し
た
。

研
修
先
は
バ
ン
コ
ク
郊
外
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大

学
で
、
看
護
学
科
の
先
生
や
学
生
が
中
心
に
な

っ
て
研
修
を
支
援
し

て
く
れ
た
。
タ
イ
は

国
民
皆
保
険
を
一
応

達
成
し
て
い
る
が
、

ま
だ
十
分
な
医
療
が

行
き
渡
っ
て
い
な
い

現
状
を
垣
間
見
た
。

経
済
的
に
豊
か
な
人

は
私
的
な
保
険
に
入

っ
て
高
度
医
療
を
受

け
て
い
る
が
、
そ
う

し
た
余
裕
が
な
い
国

民
の
大
部
分
は
公
的

保
険
で
済
ま
せ
て
い
る
。

そ
の
医
療
格
差
の
大
き
さ
に
皆
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
た
。
ま
た
、
死
因
の
二
位
が
エ
イ
ズ
、

三
位
が
交
通
事
故
で
あ
る
こ
と
に
も
、
日
本

と
の
違
い
の
大
き
さ
を
認
識
し
た
。
そ
れ
で
も
、

タ
イ
の
人
は
皆
笑
顔
を
忘
れ
ず
、
穏
や
か
で
、

日
本
に
親
密
な
感
情
を
持
っ
て
い
る
。
大
震

災
の
お
見
舞
い
に
対
す
る
お
礼
を
述
べ
る
と
、

洪
水
に
対
す
る
日
本
の
き
め
細
か
い
支
援
に

感
謝
を
示
し
て
く
れ
、
両
国
の
良
い
関
係
が

確
認
で
き
た
。
�

日
本
に
つ
い
て
の
勉
強
不
足
に
�

気
づ
い
た
�
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チ
ョ
ー
ラ
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病
院
�
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オーストラリア�

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大
学
�

タイ�

小
田
原
保
健
医
療
学
部
　
看
護
学
科
�

二
年
　
山
口
瑞
華
�

Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｅ
・
�

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
�

小
田
原
保
健
医
療
学
部
　
理
学
療
法
学
科
�

学
科
長
　
谷
浩
明
�
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●TAFEでの実習風景�

●シンガポールの社会福祉制度に�
　ついての講義�

●NYPの学生との合同演習風景� ●ジャパンデーで全員修了書をいただいた�

●チョーライ病院で研修参加学生と�

●病院訪問の後で記念撮影�

●ジャパンデーで鶴の折り方を教えている�●メインビーチにて�
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特
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ナ
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タ
イ
�
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外
保
健
�

福
祉
事
情
�

特
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シ
ン
ガ
ポ
ー
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オ
ー
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ト
ラ
リ
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�

海
外
保
健
�

福
祉
事
情
�
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キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�
●
小
田
原
 
●
福
岡
 

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�
●
大
川
 
●
大
学
院
�

小
田
原
�

第28回�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

第2回�

大
学
院
�

　
一
〇
月
一
九
日

〜
二
〇
日
、
時
折

小
雨
の
降
る
中
、
�

『
結
笑（
け
っ
し
ょ

う
）〜
笑
い
で
結
ぼ

う
心
の
輪
〜
』を
テ

ー
マ
に
、
第
八
回

潮
風
祭
が
開
催
さ

れ
た
。
�

　
開
学
当
初
か
ら
の
企
画
「
ミ
ス
タ
ー
・
ミ
ス
コ

ン
テ
ス
ト
」
や
、
今
年
の
テ
ー
マ
「
笑
い
」
に
沿

っ
た
お
笑
い
コ
ン
テ
ス
ト
等
が
企
画
さ
れ
た
。
ま

た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
本
学
と
小
田
原
市
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
お
だ
ぴ
よ
」
の
協
力
で
「
ち

び
っ
こ
広
場
」
を
展
開
し
、
お
子
様
連
れ
の
方
に

も
潮
風
祭
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
い
た
。
�

　
一
日
目
に
は
、
教

育
後
援
会
の
特
別
講

演
会
を
開
催
し
、
北

島
政
樹
学
長
が
「
先

進
が
ん
医
療
に
お
け

る
チ
ー
ム
医
療
の
展

開
」
と
題
し
て
講
演

を
行
い
、
一
三
六
名
が
参
加
。
学
生
や
一
般
来
場

者
の
他
に
、
本
学
へ
入
学
を
希
望
す
る
受
験
生
の

姿
も
見
ら
れ
た
。
�

　
両
日
と
も
、
学
生
有
志
と
潮
風
祭
実
行
委
員
会

に
よ
っ
て
、
台
風

二
六
号
で
大
き
な

被
害
に
遭
っ
た
伊

豆
大
島
へ
の
募
金

活
動
が
実
施
さ
れ
、

二
万
二
五
八
六
円

の
義
援
金
が
寄
せ

ら
れ
た
。
屋
台
出

店
の
売
り
上
げ
の

一
部
と
共
に
伊
豆
大
島
へ
寄
付
さ
れ
る
。
�

　
学
科
紹
介
ブ
ー
ス
で
は
、
看
護
学
科
で
は
熱
海

病
院
と
の
連
携
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
手
洗
い

チ
ェ
ッ
ク
、
理
学
療
法
学
科
で
は
マ
ッ
サ
ー
ジ
や

パ
ラ
フ
ィ
ン
体
験
、
作
業
療
法
学
科
で
は
マ
ク
ラ

メ
体
験
な
ど
、
学
科
の
特
色
を
前
面
に
出
し
た
企

画
が
展
開
さ
れ
た
。
�

　
そ
の
他
に
、
夏
に
行
わ
れ
た
海
外
保
健
福
祉
事

情
の
研
修
報
告
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

た
学
生
の
報
告
・
表
彰
式
な
ど
、
学
術
に
お
け
る

出
展
に
も
例
年
以
上
の
方
が
参
加
し
た
。
�

　
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、
来
場
者
数
は
昨
年
を
下
回

っ
た
が
、
テ
ー
マ
の
通
り
、
来
場
者
一
人
ひ
と
り

が
「
笑
顔
」
に
包
ま
れ
帰
路
に
つ
く
姿
が
見
ら
れ

る
素
晴
ら
し
い
潮
風
祭
と
な
っ
た
。
実
行
委
員
を

は
じ
め
と
す
る
学
生
た
ち
の
表
情
に
は
、
学
生
中

心
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
を
や
り
遂
げ
た
達
成
感
が
溢

れ
て
い
た
。
�

　
一
〇
月
一
九
日
、
キ
ャ
ン
パ
ス
が
百
道
へ
移

転
し
て
か
ら
初
め
て
の
蓮
翔
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
さ
ま
ざ
ま
な「
輪
」を
大
切
に

し
た
い
と
の
思
い
を
込
め
て
『
和
〜
つ
な
げ
よ

う
笑
顔
〜
』。
同
学
年
の
学
生
同
士
の「
輪
」、学

年
を
超
え
た「
輪
」、サ
ー
ク
ル
活
動
の「
輪
」、学

生
・
事
務
・
教
員
の「
輪
」、学
生
と
家
族
の「
輪
」、

そ
し
て
地
域
と
の「
輪
」。た
く
さ
ん
の「
輪
」が

広
が
っ
た
。
�

　
地
域
に
開
か
れ
た
企
画
と
し
て
、
正
門
入
口

で
は
、
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
た
ち
へ
綿
菓
子

を
配
布
、
二
階
の
ス

カ
イ
デ
ッ
キ
で
は
、

各
サ
ー
ク
ル
が
屋
台

を
出
店
し
、
ホ
ッ
ト

ド
ッ
グ
、
た
こ
や
き
、

や
き
と
り
、
や
き
そ
ば
、

ス
パ
サ
ラ
な
ど
の
メ

ニ
ュ
ー
が
揃
っ
た
。
�

　
三
階
の
メ
イ
ン
会

場
で
は
、
活
気
あ
ふ

れ
る
企
画
が
目
白
押
し
で
、「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
」

の
バ
ン
ド
演
奏
に
始
ま
り
、「
う
た
う
ま
」で
は

日
頃
の
カ
ラ
オ
ケ
通
い
の
成
果
が
発
揮
さ
れ
、

学
生
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
脱
帽
。
例
年
の
催

し
で
あ
る「
男
装
・
女
装
、
ミ
ス
・
ミ
ス
タ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
」で
は
、
こ
ん
な
学
生
が
い
た
か

し
ら
？
と
思
え
る
変
身
ぶ
り
に
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。
�

　
看
護
体
験
コ
ー
ナ

ー
で
は
、血
圧
測
定
と

高
校
生
対
象
の
ナ
ー

ス
服
の
試
着
・
撮
影
が

企
画
さ
れ
、
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来

場
し
た
高
校
生
と
そ
の
保
護
者
で
盛
況
だ
っ
た
。
�

　
企
画
実
行
委
員
は
二
年
生
と
一
年
生
が
中
心

と
な
り
、
メ
ン
バ
ー
の
間
に
も
大
き
な
「
輪
」

が
広
が
っ
た
。
�

　
大
学
院
と
し
て
は
初
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
が
九
月
二
三
日
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ

ま
で
分
野
ご
と
に
説
明
会
は
開
か
れ
て
い
た
が
、

大
学
院
全
体
と
し
て
は
初
め
て
の
試
み
で
、

東
京
青
山
の
ほ
か
大
田
原
、
小
田
原
、
熱
海
、

福
岡
、
大
川
の
六
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
合
わ
せ

て
一
〇
〇
名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
っ
た
。
�

　
午
後
二
時

か
ら
岡
村
世

里
奈
准
教
授

の
司
会
の
も

と
、
金
澤
一

郎
大
学
院
長

の
挨
拶
、
主

な
教
授
陣
の

紹
介
に
続
い

て
、
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ

ス
に
あ
わ
せ

て
制
作
さ
れ

た
ビ
デ
オ
が

上
映
さ
れ
た
。

全
国
に
あ
る
ビ
デ
オ
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
紹

介
に
始
ま
り
、「
学
び
た
い
と
い
う
意
思
や

志
を
持
っ
て
い
る
人
に
お
い
で
い
た
だ
き

た
い
」と
い
う
金
澤
大
学
院
長
の
コ
メ
ン
ト
、

各
分
野
の
特
色
、
修
了
生
に
よ
る
志
望
動

機
や
思
い
に
あ
ふ
れ
た
語
り
が
紹
介
さ
れ
、

一
〇
分
あ
ま
り
で
本
学
の
特
徴
が
わ
か
る

構
成
で
あ
る
。
放
映
終
了
後
は
、
事
務
室

か
ら
奨
学
金
や
授
業
料
等
、
問
い
合
わ
せ

の
多
い
質
問
に
つ
い
て
説
明
が
な
さ
れ
、

続
い
て
、
大
熊
由
紀
子
教
授
が
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
と
な
り
、
修
了
生
に
よ
る
体
験

が
話
さ
れ
た
。
�

　
そ
の
後
は

分
野
に
わ
か

れ
て
進
学
説

明
会
が
開
か
れ
、

来
場
者
は
興

味
の
あ
る
分

野
の
担
当
教

員
か
ら
説
明

を
受
け
た
。

当
日
は
祝
日

で
は
あ
っ
た
が
授
業
開
講
日
の
た
め
、
午

後
六
時
か
ら
の
中
村
秀
一
教
授
の
講
義
を

体
験
受
講
す
る
人
も
見
ら
れ
た
。
�

　
分
野
の
説
明
等
を
担
当
し
た
教
員
に
対

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
の
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
九
月
が

ベ
ス
ト
と
い
う
意
見
と
、
も
う
少
し
早
い

時
期
に
と
い
う
声
も
あ
っ
た
が
、
概
ね
好

評
で
あ
っ
た
。
�

　
な
お
、
当
日
紹
介
さ
れ
た
ビ
デ
オ
は
、
「
大

学
院
紹
介
ム
ー
ビ
ー
」
と
し
て
大
学
院
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。

ま
だ
見
て
い
な
い
人
は
、
是
非
一
度
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
。
�

初
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
�

一
〇
〇
名
を
超
え
る
�

参
加
者
�

特
別
講
演
会
を
開
催
�

　
本
学
副
大
学
院
長
で
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
記
章

を
受
章
さ
れ
た
久
常
節
子
先
生
に
よ
る
特
別
講

演
会
「
私
が
歩
ん
だ
看
護
の
道
」
が
行
わ
れ
、

看
護
学
生
、
地
域
の
看
護
職
、
高
校
生
・
保
護

者
、
教
職
員
な
ど
多
く
の
方
々
が
参
加
し
た
。
�

当
時
、日
本
に
二
校
し
か
な
か
っ
た
看
護
大
学
を

卒
業
さ
れ
、日
本
の
看
護
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

久
常
先
生
の「
学
生
時
代

の
看
護
と
の
出
会
い
」、「
留

学
体
験
」、「
七
対
一
看
護

の
導
入
・
看
護
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
改
正
に
か

か
わ
る
仕
事
を
通
し
て

の
自
己
実
現
の
在
り
様
」

に
つ
い
て
楽
し
く
、
わ

か
り
や
す
く
お
話
し
い

た
だ
い
た
。
看
護
を
志
す
高
校
生
や
専
門
職

業
人
と
な
る
看
護
学
生
に
と
っ
て
は
、
大
先

輩
の
歩
ん
で
き
た
道
を
知
る
機
会
と
な
り
、

め
ざ
す
看
護
の
道
の
光
を
得
た
こ
と
だ
ろ
う
。
�

（
九
州
広
報
室
　
帆
足
リ
エ
）
�

（
福
祉
支
援
工
学
分
野
　
准
教
授
　
東
畠
弘
子
）
�

C a m p u s  r e p o r tC a m p u s  r e p o r t

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

福
岡
�

第18回�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

第32回�

大
川
�

　
学
部
名
が「
福
岡
保
健
医
療
学
部
」と
変
わ

り
、新
た
に
医
学
検
査
学
科
が
加
わ
っ
て
初
め

て
の
月
華
祭
が
開
催
さ
れ
た
。テ
ー
マ
は
、本

学
部
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
目
指
し
た『
Ｏ
Ｎ
！
』。�

　
こ
の
月
華
祭
を
通
し
て
、大
学
が
地
域
に
浸

透
し
貢
献
で
き
る
よ
う
に
と
三
つ
の
「
Ｏ
Ｎ
」

に
思
い
を
込
め
た
。
�

Ｇ
ｏ
 
ｏ
ｎ
　
＝
次
の
段
階
に
進
も
う
�

Ｋ
ｅ
ｅ
ｐ
 ｏ
ｎ
＝
困
難
に
め
げ
ず
進
み
続
け
よ
う
�

Ｍ
ｏ
ｖ
ｅ
 
ｏ
ｎ
＝
成
長
し
よ
う
�

　
来
場
い
た
だ
い
た
皆
様
に
、
元
気
と
笑
顔
、

思
い
出
を
届
け
よ
う
と
、
一
〇
〇
名
以
上
の

実
行
委
員
が
半
年
に
わ
た
っ
て
準
備
を
進
め
た
。
�

特
に
力
を
入
れ
た
の
が
、
ゲ
ス
ト
に
よ
る
「
お

笑
い
ラ
イ
ブ
」
と
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
灯
明
。

今
年
は
、
初
日
に
パ
ン
ク
ブ
ー
ブ
ー
、
レ
モ

ン
テ
ィ
ー
、
メ
ガ
モ
ッ
ツ
と
い
う
三
組
の
よ

し
も
と
芸
人
を
迎
え
、
地
域
の
方
々
に
も
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た
だ
い
た
。
�

　
ま
た
、
両
日
を
通
し
て
、
大
川
市
内
の
幼

稚
園
、
保
育
園
、
託
児
所
に
通
う
お
子
さ
ん

た
ち
が
描
い
た
絵
も
展
示
。
理
学
療
法
学
科

で
は
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
な
ど
の
体
験
、
作
業

療
法
学
科
で
は
自
助
具
作
り
、
言
語
聴
覚
学

科
で
は
器
具
や
検
査
の
紹
介
を
行
っ
た
。
新

設
の
医
学
検
査
学
科
で
は
、「
細
胞
で
病
気
が

わ
か
る
」、「
生
理
機
能
検
査
を
体
験
し
よ
う
」

と
い
っ
た
心
電
図
や
超
音
波
検
査
の
体
験
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。
�

　
二
日
目
に
は
、

大
川
市
主
催

の
「
大
川
木

工
ま
つ
り
」

の
パ
レ
ー
ド

に
金
出
英
夫

副
学
長
や
実

行
委
員
ら
が

参
加
。
ス
テ

ー
ジ
で
月
華

祭
の
Ｐ
Ｒ
を

行
っ
た
ほ
か
、
な
が
な
わ
選
手
権
で
は
野
球

部
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
「
T
E
A
M
ナ
ジ
マ
」

が
三
位
に
入
賞
、
日
ご
ろ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
披
露
し
た
。
�

●フィナーレを飾った灯明�

●金澤一郎大学院長の挨拶で始まった�

●野球部チームがながなわ選手権で決勝進出！�

●福祉支援工学分野の進学説明会�

●海外保健福祉事情の研修報告会� ●受付で伊豆大島への募金呼びかけた�

●3年生有志も屋台で出店!! ●テーマが描かれたエントランス�

（
福
岡
看
護
学
部
　
教
授
　
塚
原
ひ
と
み
）
�

（
学
務
課
　
学
生
係
）
�

HP詳
し
く
は

ホ
ーム
ページへア

ク
セ
ス
!



●晴れの日にご自宅で奥様とともに�
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キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�
●
塩
谷
看
護
専
門
学
校
�

第10回�

塩
谷
看
護
�

専
門
学
校
�

図
書
室
に
つ
い
て
�

　
塩
谷
看
護
専
門
学
校
の
図
書
室
は
、
中

二
階
の
珍
し
い
構
造
を
し
た
小
さ
な
図
書

室
で
あ
る
。
座
席
数
は
四
三
席
、
文
献
検

索
用
端
末
を
三
台
設
置
し
て
い
る
。
学
生
は
、

医
中
誌
、
サ
イ
ニ
ー
、
メ
デ
ィ
カ
ル
オ
ン

ラ
イ
ン
、
看
護
師
国
試
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
利
用
で

き
る
。
蔵
書
数
は
約
六
〇
〇
〇
冊
で
、
「
日

本
看
護
協
会
看
護
学
図
書
分
類
表
」
で
分

類
し
、
番
号
順
に
配
架
し
て
い
る
。
総
記
、

看
護
学
基
礎
、
看
護
学
、
母
性
、
小
児
、

成
人
、
老
年
、
精
神
、
地
域
在
宅
、
状
態

別
看
護
に
わ
か
れ
お
り
、
必
要
な
図
書
は

す
ぐ
に
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
学
生

の
情
報
活
用
能
力
を
高
め
る
た
め
、
入
学

時
に
図
書
室
利
用
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
い
る
。
蔵
書
点
検
は
年
に
二
回

実
施
。
看
護
実
践
の
た
め
の
雑
誌
文
献
の

活
用
は
大
切
で
あ
る
た
め
、
二
九
タ
イ
ト

ル
の
雑
誌
を
揃
え
て
い
る
。
�

　
放
課
後
は
司
書
と
と
も
に
、
図
書
委
員

の
学
生
が
毎
日
一
名
ず
つ
図
書
当
番
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
。
図
書
の
貸
出
・
返
却
、

書
架
や
図
書
室
内
の
整
理
の
ほ
か
、
返
却

遅
延
者
へ
の
声
か
け
や
、
紛
失
図
書
が
あ

る
場
合
の
対
応
な
ど
も
行
う
。
三
年
間
、

図
書
委
員
を
続
け
て
く
れ
る
学
生
も
い
て
、

大
変
心
強
い
。
�

　
私
の
学
生
時
代
、
図
書
室
は
勉
強
を
す

る
場
所
で
あ
る
と
同
時
に
、
一
人
に
な
っ

て
自
分
を
見
つ
め
直
す
大
切
な
場
所
で
あ

っ
た
。
図
書
室
独
特
の
重
厚
な
時
間
が
流

れ
る
空
間
で
、
知
識
の
宝
庫
と
な
る
数
々

の
書
物
に
囲
ま
れ
て
い
る
と
現
在
で
も
心

が
落
ち
着
く
。
一
人
で
も
多
く
の
学
生
に

こ
の
感
覚
を
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

日
々
業
務
に
励
ん
で
い
る
。
�

　
本
学
の
学
生
に
は
、
看
護
師
国
家
試
験

「
全
員
合
格
」
と
い
う
大
き
な
目
標
が
あ

る
。
そ
の
目
標

達
成
の
た
め
選

書
に
も
力
を
入

れ
て
お
り
、
新

し
く
出
版
さ
れ
、

国
家
試
験
に
役

立
ち
、
看
護
の

視
点
で
看
護
学

生
が
読
ん
で
理

解
で
き
る
内
容

の
も
の
を
選
ん

で
い
る
。
�

　
ま
た
、
学
生

か
ら
の
購
入
希

望
図
書
を
随
時
、
受
け
付
け
て
い
る
。
毎

月
の
貸
出
、
文
献
複
写
実
績
も
考
慮
し
て

い
る
。
今
後
は
、
医
学
書
と
看
護
の
教
科

書
も
増
や
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。
「
心

理
」、「
哲
学
」、「
精
神
」、「
い
の
ち
」
な
ど
、

医
療
従
事
者
と
し
て
の
教
養
書
と
な
る
図

書
も
充
実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
、
大
学
図

書
館
を
有
効
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
学
生
が
活
発
に
利
用

で
き
る
図
書
室
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
。
�

�

　
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
看
護
師
に
対
し
、

赤
十
字
国
際
委
員
会
が
発
表
す
る
「
第
四
四

回
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
記
章
」

の
受
章
者
に
今
年
五
月
、
本
学
大
学
院
の
久

常
節
子
副
大
学
院
長

が
選
ば
れ
た
。
八
月

七
日
に
、
こ
の
フ
ロ

ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
記
章
の
授

与
式
が
東
京

プ
リ
ン
ス
ホ

テ
ル
（
港
区
）

で
行
わ
れ
、

会
場
に
は
五

五
○
名
も
の

参
加
者
が
集

ま
っ
た
。
�

　
当
日
は
、日
本
赤
十
字
社
の
名
誉
総
裁
で
あ

る
美
智
子
皇
后
陛
下
、名
誉
副
総
裁
で
あ
る
秋

篠
宮
妃
殿
下
、常
陸
宮
妃
殿
下
、高
円
宮
妃
殿
下

が
ご
臨
席
さ
れ
、久
常
節
子
副
大
学
院
長
と
も

う
一
人
の
受
章
者
で
あ
る
金
愛
子
石
巻
赤
十

字
病
院
副
院
長
兼
看
護
部
長
は
、日
本
赤
十
字

社
の
名
誉
総
裁
で
あ
る
美
智
子
皇
后
陛
下
御

手
ず
か
ら
、記
章
お
よ
び
章
記
を
授
与
さ
れ
た
。
�

　
式
で
は
、日
本
赤
十
字
社
の
近
衛
忠
　
社
長

の
ほ
か
、来
賓
の
田
村
憲
久
厚
生
労
働
大
臣
、

ペ
ー
タ
ー
・
マ
ウ
ラ
ー
赤
十
字
国
際
委
員
会
総

裁（
駐
日
事
務
所
代
表
が
代
読
）、坂
本
す
が
日

本
看
護
協
会
会
長
ら
か
ら
祝
辞
が
贈
ら
れ
た
。
�

　
そ
れ
に
対
し
久
常
副
大
学
院
長
が
受
章
者

を
代
表
し
て「
皇
后
陛
下
御
手
ず
か
ら
記
章
を

受
章
し
た
こ
と
は
終
生
忘
れ
る
こ
と
の
で
き

な
い
感
激
で
ご
ざ
い
ま
す
」と
お
礼
を
述
べ
た

の
ち
、「
本
日
、こ
の
よ
う
な
栄
誉
に
浴
し
ま
し

た
の
は
、
わ
た
く
し
た
ち
を
支
え
、
励
ま
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
先
輩
諸
姉
を
は
じ
め
多

く
の
仲
間
の
お
か
げ
で
あ
る
と
深
く
感
謝
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
う
え
は
、
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
女
史
の
意
志
を
受
け
継
ぎ
、
看
護

の
質
の
向
上
、
ま
た
後
輩
育
成
の
た
め
、
今

後
と
も
尽
力
し
て
ま
い
る
こ
と
を
お
誓
い
申

し
上
げ
ま
す
」と
挨
拶
さ
れ
た
。
�

　
授
与
式
の
後
に
は
、
別
会
場
で
受
章
者
と

名
誉
総
裁
、名
誉
副
総
裁
な
ど
に
よ
る
茶
話
会

が
催
さ
れ
た
。
昼
食
後
に
は
、「
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー

ル
記
章
を
受
章
し
て
〜
私
の
歩
ん
だ
看
護
の
道

程（
み
ち
）〜
」を
テ
ー
マ
に
受
章
者
そ
れ
ぞ
れ

か
ら
三
○
分
ず
つ
の
記
念
講
演
が
あ
り
、看
護

師
と
し
て
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
振
り
返
り
、

今
後
の
課
題
と
抱
負
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
た
。
�

　
久
常
副
大
学
院
長
は
今
回
の
受
章
に
つ
い
て
、�

「
災
害
と
教
育
に
つ
い
て
評
価
し
て
い
た
だ
い

た
と
い
う
こ
と
で
、大
変
光
栄
で
す
。た
だ
、

そ
う
し
た
仕
事
が
で
き
る
職
場
で
働
く
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
幸
運
に
恵
ま
れ
た
た
め
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
」と
述
べ
ら
れ
た
。
�

�

　
本
学
の
北
島
政
樹
学
長
が
八
月
二
五
日
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
で
開
催
さ
れ

た
第
四
五
回
万
国
外
科
学
会
学
術
大
会
に
出

席
し
、
名
誉
会

員
に
就
任
し
た
。
�

今
回
の
授
与
は
、

北
島
学
長
の
こ

れ
ま
で
の
世
界

的
な
医
学
の
業

績
を
認
め
ら
れ

た
こ
と
と
併
せ
、

二
○
○
五
年
か

ら
二
○
○
七
年

ま
で
同
学
会
の

会
長
を
務
め
た
こ
と
、
二
○
○
七
年
の
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
大
会
を
大
成
功
に
導
い
た
こ
と

な
ど
、
同
学
会
に
お
け
る
長
年
の
実
績
と
貢

献
が
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
�

　
万
国
外
科
学
会
は
一
九
○
二
年
に
創
設
さ

れ
た
世
界
で
最
も
長
い
歴
史
を
持
つ
国
際
学

会
で
、会
員
は
全
世
界
で
二
○
○
○
人
を
超
え

る
。日
本
は
米
国
に
次
ぐ
会
員
数
で
、日
本
人

の
名
誉
会
員
は
、
北
島
学
長
が
四
人
目
と
な
る
。
�

　
ま
た
、同
学
会
の
構
成
学
会
の
一
つ
で
あ
る

国
際
消
化
器
外
科
学
会
で
、
若
手
外
科
医
の

活
動
を
奨
励
す
る「K

itajim
a P
rize

」が
創

設
さ
れ
、会
期
中
の
八
月
二
八
日
、シ
カ
ゴ
大
学

の
若
手
外
科
医
が
第
一
号
授
与
者
に
選
ば
れ
た
。
�

　
北
島
学
長
の
万
国
外
科
学
会
の
名
誉
会
員
へ

の
就
任
お
よ
び
名
前
を
冠
し
た
賞
が
国
際
的
な

大
き
な
学
会
で
創
設
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
学
の

在
校
生
、卒
業
生
、

教
職
員
に
と
っ

て
貴
重
な
範
と

な
る
。
在
校
生
、

卒
業
生
に
は「
共

に
生
き
る
社
会
」

の
実
現
を
建
学

の
理
念
に
掲
げ
る
本
学
の
一
員
と
し
て
、
さ
ら

に
医
療
福
祉
に
貢
献
す
る
人
材
と
し
て
活
躍
を

期
待
す
る
。
�

北
島
学
長
の
�

万
国
外
科
学
会
名
誉
会
員
就
任
�

お
よ
び
「K

ita
jim
a
 P
riz
e

」
�

創
設
に
つ
い
て
�

金
澤
大
学
院
長
�

瑞
宝
重
光
章
を
受
章
�

久
常
副
大
学
院
長
�

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
�

記
章
授
与
式
の
ご
報
告
�

�

（
司
書
　
室
井
美
和
）
�

（
東
京
事
務
所
　
広
報
部
）
�

（
東
京
事
務
所
　
広
報
部
）
�

（
大
学
院
東
京
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）
�

C a m p u s  r e p o r t

●名誉総裁の美智子皇后陛下より�
　記章を賜る久常副大学院長�

●万国外科学会で名誉会員の就任を祝福される北島学長�

●左から、アリウンバヤルさん、コウ・シヨウさん、リ・ケンワさん�

●Kitajima Prize第一号受賞者の�
　シカゴ大学M.Allaix氏（左）と�

●アーモンド型の記章に�
　ナイチンゲール像が�
　しつらえてある�

ト
ピ
ッ
ク
ス
�

TOPICS

写
真
提
供　
日
本
赤
十
字
社
�

：
�

　
一
一
月
三
日
、平
成
二
五
年
秋
の
叙
勲
受
章

者
が
発
表
さ
れ
、本
学
大
学
院
の
金
澤
一
郎
大

学
院
長
が
瑞
宝
重
光
章（
ず
い
ほ
う
じ
ゅ
う
こ
う

し
ょ
う
）の
受
章
者
に
選
ば
れ
た
。
勲
章
伝
達
式

は
一
一
月
六
日
に
皇
居
で
執
り
行
わ
れ
、安
倍

首
相
か
ら
勲
章
が
授
与
さ
れ
た
の
ち
陛
下
に
拝

謁
さ
れ
た
。
�

　
同
章
は
「
公
務
等

に
長
年
に
わ
た
り
従

事
し
、
成
績
を
挙
げ

た
方
」
を
対
象
に
授

与
さ
れ
る
勲
章
。
金

澤
院
長
は
、東
京
大

学
医
学
部
教
授
、東

京
大
学
附
属
病
院
院
長
を
務
め
た
後
、皇
室
医

務
主
管
、
国
立
精
神
・
神
経
セ
ン
タ
ー
総
長
、

日
本
学
術
会
議
会
長
等
を
歴
任
し
、平
成
一
九

年
よ
り
本
学
大
学
院
の
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。
�

　
金
澤
大
学
院
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

い
た
の
で
ご
紹
介
す
る
。
�

「
今
回
の
叙
勲
は
、
ほ
ぼ
一
○
年
間
に
わ
た
る

皇
室
医
務
主
管
と
し
て
の
お
役
目
へ
の
ご
褒
美

と
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
」
�

　
中
国
の
吉
林
省
長
春
近
郊
の
出
身
で
す
。

長
春
は
、
自
動
車
産
業
が
盛
ん
で
、
中
国
第

一
汽
車
集
団
公
司
（
一
汽
）
の
拠
点
が
あ
る

都
市
で
す
。
一
汽
は
、
中
国
初
の
自
動
車
メ

ー
カ
ー
で
す
。
中
国
五
大
自
動
車
メ
ー
カ
ー

の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
私
は
、甘
い
も
の
が
大
好
き
で
す
。
い
ろ

い
ろ
な
ス
イ
ー
ツ
を
試
し
て
い
ま
す
が
、
最

近
は
ム
ー
ス
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。
大
田
原

で
お
い
し
い
ス
イ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
お
店
が

あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。
�

　
将
来
は
、
日
本
で
看
護
師
と
し
て
働
い
て

キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
後
、
中
国
に
帰
国
し
て

大
学
の
教
員
に
な
り
た
い
で
す
。
�

コ
ウ
・
シ
ヨ
ウ
さ
ん（
中
国
）�

看
護
学
科
の
留
学
生
三
名
を
紹
介
し
ま
す
。
�

保
健
医
療
学
部
・
看
護
学
科
二
年
�

　
モ
ン
ゴ
ル
の
ザ
ブ
ハ
ン
県
の
出
身
で
す
。

ザ
ブ
ハ
ン
県
は
モ
ン
ゴ
ル
の
北
部
に
位
置
し
、

ロ
シ
ア
と
国
境
を
接
し
て
い
ま
す
。
ザ
ブ

ハ
ン
県
は
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
か
ら
西

へ
約
千
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
�

　
私
は
モ
ン
ゴ
ル
の
大
学
で
四
年
間
看
護

の
勉
強
を
し
た
後
、
日
本
へ
や
っ
て
き
ま

し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
と
日
本
の
い
い
面
を
吸

収
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

　
私
の
座
右
の
銘
は
モ
ン
ゴ
ル
語
で
э
з

э
н 

х
и
ч
э
э
в
э
л 

з
а
я
а 

х
и

ч
э
э
н
э.

で
す
。「
そ
の
人
が
頑
張
る
と

運
命
も
頑
張
る
」と
い
う
意
味
で
す
。
ご
覧

の
よ
う
に
モ
ン
ゴ
ル
語
は
キ
リ
ル
文
字
で

表
記
し
ま
す
。
�

　
将
来
は
、
日
本
で
看
護
師
と
し
て
の
経

験
を
積
ん
だ
後
、

大
学
院
で
さ

ら
に
専
門
性

を
高
め
た
い

と
思
っ
て
い

ま
す
。
大
学

院
修
了
後
は
、

帰
国
し
て
大

学
の
教
員
に

な
り
、
モ
ン

ゴ
ル
の
看
護

教
育
に
貢
献

し
た
い
で
す
。
�

ア
リ
ウ
ン
バ
ヤ
ル
さ
ん（
モ
ン
ゴ
ル
）�

保
健
医
療
学
部
・
看
護
学
科
二
年
�

　
吉
林
省
の
延
吉
と
い
う
街
の
出
身
で
す
。

延
吉
は
、
中
国
の
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
の
中

心
的
な
都
市
で
す
。
延
吉
に
は
朝
鮮
民
族
が

多
く
住
み
、
韓
国
の
企
業
も
多
く
進
出
し
て

い
ま
す
。
�

　
私
の
趣
味
は
ネ
イ
ル
ア
ー
ト
で
す
。ネ
イ
ル

サ
ロ
ン
に
行
っ
て
き
れ
い
に
し
て
も
ら
う
の
も

楽
し
い
し
、自
分
で
自
分
の
爪
を
き
れ
い
に
装

飾
す
る
の
も
大
好
き
で
す
。趣
味
が
高
じ
て

学
校
に
も
通
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ネ
イ

ル
ア
ー
ト
に
興
味
の
あ
る
方
と
一
緒
に
お
し
ゃ

れ
を
楽
し
め
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
� 　

将
来
は
、日
本
の
国
家
資
格
を
取
っ
て
日
本

で
看
護
師
と
し
て
働
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

リ
・
ケ
ン
ワ
さ
ん（
中
国
）�

保
健
医
療
学
部
・
看
護
学
科
二
年
�
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元
培
科
技
大
学
留
学
生
が
�

二
年
連
続
で
視
機
能
療
法
学
科
に
！
�

第
四
回
�

「
共
に
生
き
る
社
会
」
め
ざ
し
て
�

高
校
生
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
�

表
彰
式
開
催
�

大
学
院
、
�

国
際
医
療
福
祉
総
合
研
究
所
が
�

医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
�

（
東
京
事
務
所
　
広
報
部
　
鷺
谷
俊
一
）
�

（
医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
�

准
教
授
　
今
野
広
紀
）
�

（
視
機
能
療
法
学
科
　
講
師
　
小
町
祐
子
）
�

（
東
京
事
務
所
　
広
報
部
）
�

●個人賞・学校賞の受賞者と個人賞の学校関係者�

●交流会にて（前列左から紅一点の姚さん、新井田学科長、蘇さん、陳さん）�

ト
ピ
ッ
ク
ス
�

TOPICS TOPICS

　
本
学
と
毎
日
新
聞
社
の
共
催
に
よ
る「『
共

に
生
き
る
社
会
』
め
ざ
し
て
　
高
校
生
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
」は
四
年
目
を
迎
え
、
一
一
月
九

日
、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
表
彰
式
が
行
わ

れ
た
。
�

　
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
一
五
四
二
点
の
作

品
の
中
か
ら
、
一
次
審
査
、
最
終
審
査
を
経
て
、

最
優
秀
賞
一
点
、
優
秀
賞
二
点
、
佳
作
二
点
、

入
選
五
点
、
学
校
賞
七
校
が
選
ば
れ
た
。
�

　
当
日
は
爽
や
か
な
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
。

式
典
の
前
に
、「
患
者
さ
ん
に
優
し
い
医
療
を

求
め
て
」と
題
し
て
北
島
政
樹
学
長
の
特
別
講

演
が
あ
り
、一
般
来
場
者
や
在
学
生
が
多
数
詰

め
掛
け
た
。写
真
や
ビ
デ
オ
を
使
っ
て
低
侵
襲

手
術
の
最
前
線
が
紹
介
さ
れ
、
医
療
福
祉
専

門
職
を
め
ざ

す
学
生
に
と

っ
て
貴
重
な

機
会
と
な
っ

た
。
�

　
表
彰
式
に

は
、最
優
秀
賞
、

優
秀
賞
、
佳

作
に
入
賞
し

た
五
名
の
高

校
生
と
そ
の

保
護
者
、担

当
教
諭
、学

校
賞
を
受
賞
し
た
高
校
の
教
諭
が
招
待
さ
れ

た
。
北
島
学
長
の
主
催
者
挨
拶
、毎
日
新
聞
社

編
集
委
員
の
冠
木
雅
夫
様
の
作
品
講
評
に
続

き
、
北
島
学
長
か
ら
受
賞
者
に
賞
状
な
ど
が

贈
ら
れ
た
。
�

　
最
後
に
、
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
・
佳
作
を

受
賞
し
た
五
名
に
よ
る
作
文
朗
読
が
行
わ
れ
た
。

自
ら
の
体
験
を
通
し
て
見
つ
け
た
発
見
や
喜
び
、

怒
り
や
悲
し
み
な
ど
高
校
生
の
率
直
な
思
い

が
伝
わ
り
、
同
時
に
、
偏
見
や
差
別
な
ど
に

真
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
自
分
な
り
の
答
え

を
導
き
出
し
て
い
く
姿
は
聴
衆
に
感
動
を
与

え
た
。
�

　
国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
お
よ
び
附
属

の
研
究
機
関
で
あ
る
国
際
医
療
福
祉
総
合
研

究
所
が
主
催
し
、
読
売
新
聞
東
京
本
社
の
後

援
を
得
た
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
医
療
改
革

へ
の
処
方
箋
」
が
一
一
月
九
日
に
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
開

催
さ
れ
、
約
四
〇
〇
名
が
集
ま
っ
た
。
�

　
こ
の
医
療
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
厚
生
労
働

省
の
老
健
局
長
、
社
会
・
援
護
局
長
な
ど
要

職
を
歴
任
さ
れ
、
現
在
は
内
閣
官
房
社
会
保

障
改
革
担
当
室
長
も
務
め
ら
れ
て
い
る
中
村

秀
一
先
生
が
、
今
年
四
月
に
本
学
大
学
院
教

授
お
よ
び
国
際
医
療
福
祉
総
合
研
究
所
所
長

に
就
任
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
た
も
の
。
同

研
究
所
は
、
ア
ジ
ア
か
ら
初
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世

界
保
健
機
関
）
事
務
局
長
に
就
任
さ
れ
た
故
・

中
嶋
宏
先
生
が
一
九
九
八
年
の
設
立
時
に
初

代
研
究
所
長
を
務
め
ら
れ
た
。
そ
れ
以
来
、

医
療
福
祉
分
野
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
多
く

の
研
究
者
や
実
務
家
が
在
籍
し
、
活
発
な
研

究
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
を
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
セ
ミ
ナ
ー
で
発
信
し
て
き
た
。
�

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
冒
頭
で
は
、
本
学
の
金

澤
一
郎
大
学
院
長
が
「
国
際
医
療
福
祉
総
合

研
究
所
は
医
療
福
祉
に
関
す
る
政
策
提
言
を

す
る
研
究
機
関
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
大
い
に

発
展
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
挨
拶
。
引
き
続
き
中
村
秀
一
所
長
よ
り
、

「
予
定
さ
れ
て
い
る
と
お
り
に
消
費
税
が
増

税
さ
れ
社
会
保
障
費
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
に

な
れ
ば
、
二
〇
二
五
年
に
は
医
療
・
介
護
分

野
が
最
も
大
き
な
伸
び
を
見
せ
、
医
療
で
現

在
の
一
・
五
四
倍
、
介
護
が
二
・
三
四
倍
に

な
り
、
併
せ
て
社
会
保
障
費
の
五
割
を
占
め

る
よ
う
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
」
と

社
会
保
障
の
中
で
医
療
・
介
護
分
野
が
よ
り

大
き
な
地
位
を
占
め
る
こ
と
を
強
調
し
た
。
�

　
そ
の
後
、
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

総
長
で
、
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
委

員
で
も
あ
る
大
島
伸
一
氏
の
「
待
っ
た
な
し

の
医
療
改
革
」
、
厚
生
労
働
省
保
険
局
医
療

課
長
の
宇
都
宮
啓
氏
に
よ
る
「
医
療
改
革
に

向
け
て
の
診
療
報
酬
」
と
題
し
た
基
調
講
演

が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。
休
憩
を
は
さ
ん
だ

後
、
「
医
療
供
給
体
制
の
改
革
を
ど
う
進
め

る
か
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
本
学
大
学
院
の
武
藤
正
樹

教
授
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
日
本

病
院
会
の
堺
常
雄
会
長
、
全
日
本
病
院
協
会

の
猪
口
雄
二
副
会
長
、
日
本
慢
性
期
医
療
協

会
の
武
久
洋
三
会
長
、
厚
生
労
働
省
医
政
局

指
導
課
の
梶
尾
雅
宏
課
長
、
本
学
大
学
院
の

高
橋
泰
教
授
が
熱
い
議
論
を
交
わ
し
た
。
�

　
最
後
は
本
学
の
矢

義
雄
総
長
が
総
括
を

行
い
、
盛
況
の
う
ち
に
閉
幕
し
た
。
�

�　
台
湾
の
元
培
科
技
大
学
視
光
系
学
科
四
年

生
三
名
が
後
期
授
業
期
間
に
短
期
留
学
生
と

し
て
本
学
科
に
籍
を
置
き
、一
〇
月
中
旬
か
ら

学
科
の
学
生
と
と
も
に
勉
強
を
始
め
た
。
二

年
連
続
の
留
学
生
受
け
入
れ
で
、
早
々
か
ら

お
互
い
に
日

本
語
、
漢
字
、

英
語
を
駆
使

し
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
姿

は
頼
も
し
い
。

一
〇
月
下
旬

に
は
ロ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
医
学

実
習
で
埼
玉

県
所
沢
市
の

国
立
障
害
者

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
、

初
め
て
見
る
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
エ
イ
ド
や
体
験

学
習
を
通
し
て
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ

ー
の
充
実
し
た
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

ま
た
、
国
際
室
の
協
力
の
も
と
、
学
生
が
歓

迎
交
流
会
を
企
画
し
、
一
〇
〇
名
を
超
え
る

学
生
と
教
職
員
が
参
加
し
た
。
ダ
ン
ス
部
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
留
学
生
三
名
に
ま
つ
わ

る
ク
イ
ズ
を
通
じ
て
親
交
を
深
め
た
。
四
か

月
余
の
短
い
期
間
だ
が
、
双
方
に
と
っ
て
有

意
義
な
時
間
と
な
る
も
の
と
思
う
。
�

　
一
〇
月
二
六
日
、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
、
第
一
三
回
日
本
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学

会
栃
木
支
部
学
術
集
会
が
開
か
れ
た
。
医
療
福

祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
副
学
科
長
の
山
本
康

弘
教
授
を
大
会
長
と
し
、テ
ー
マ
は「
地
方
都
市

に
お
け
る
地
域
医
療
連
携
の
現
状
と
課
題
〜
地

方
都
市
の
退
院
調
整
モ
デ
ル
と
は
」。栃
木
県
を

中
心
と
し
た
七
都
県
か

ら
の
外
部
参
加
者
一
四

六
名
に
、教
員
、
学
生

を
含
め
総
勢
三
一
六
名

が
参
加
し
た
。
さ
ら
に

一
般
演
題
発
表
で
は
、

一
八
演
題
が
発
表
さ
れ

る
盛
会
と
な
っ
た
。
�

　
は
じ
め
に
、ラ
ン
チ

ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー（
協
賛

大
鵬
薬
品
工
業
株
式
会

社
）
で
は
、
本
学
大
学
院
の
高
橋
泰
教
授
よ
り

「
二
〇
二
五
年
問
題
を
踏
ま
え
た
『
老
い
方
、

死
に
方
』
を
考
え
る
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ

れ
、
栃
木
県
の
人
口
動
態
に
鑑
み
れ
ば
、
団
塊

世
代
が
高
齢
者
と
な
る
二
〇
二
五
年
に
は
現
在

の
病
院
を
中
心
と
し
た
高
齢
者
ケ
ア
で
は
地
域

医
療
を
提
供
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
の
予

測
が
述
べ
ら
れ
た
。
�

　
基
調
講
演
で
は
本
学
大
学
院
の
武
藤
正
樹
教

授
よ
り「
二
〇
二
五
年
へ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
〜

地
方
都
市
が
直
面
す
る
二
〇
二
五
年
問
題
で
は

何
が
起
き
る
か
？
」と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
、

現
在
の
厚
生
労
働
省
の
政
策
動
向
を
踏
ま
え
、

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
の
普
及
を
図
り
、

栃
木
県
内
で
東
京
を
超
え
る
速
度
で
急
増
す
る

高
齢
者
ケ
ア
を
提
供
す
る
必
要
性
が
説
か
れ
た
。
�

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

介
護
老
人
保
健
施
設
マ

ロ
ニ
エ
苑
施
設
長
の
横

地
正
之
先
生
、
公
益
社

団
法
人
栃
木
県
看
護
協

会
会
長
の
河
野
順
子
先

生
、
栃
木
県
医
療
社
会

事
業
協
会
会
長
で
も
あ

る
小
嶋
章
吾
准
教
授
の

講
演
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
退

院
調
整
の
場
面
で
、
患

者
の
出
し
手
と
受
け
手

の
情
報
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

を
埋
め
る
こ
と
が
円
滑
な
地
域
医
療
連
携
に
繋

が
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
は
、
高

い
ス
キ
ル
を
持
っ
た
退
院
調
整
専
従
の
看
護
師
、

メ
デ
ィ
カ
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
存
在
が

重
要
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
。
具
体
的
に

は
現
在
、
県
内
で
進
め
ら
れ
て
い
る「
入
退
院

共
通
連
携
シ
ー
ト
」の
普
及
、
属
人
的
で
は
な

く
シ
ス
テ
ム
と
し
て
構
築
さ
れ
る
べ
く
そ
の
人

材
育
成
が
急
が
れ
る
と
の
結
論
と
な
っ
た
。
�

　
悪
天
候
の
中
を
訪
れ
た
参
加
者
か
ら
は
、「
既

に
行
わ
れ
て
い
る
県
内
の
取
り
組
み
を
知
っ
て

学
び
が
多
か
っ
た
」、「
地
域
医
療
連
携
の
た
め

に
具
体
的
に
何
を
行
う
こ
と
が
よ
い
の
か
が
わ

か
っ
た
」と
い
っ
た
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
�

�

ト
ピ
ッ
ク
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�

・
最
優
秀
賞
　
與
儀
龍
さ
ん
�

　
沖
縄
県
立
名
護
高
等
学
校
三
年
�

・
優
秀
賞
　
高
橋
す
ず
さ
ん
�

　
兵
庫
・
啓
明
学
院
高
等
学
校
二
年
�

・
優
秀
賞
　
箱
田
麻
実
さ
ん
�

　
広
島
・
盈
進
高
等
学
校
二
年
�

・
佳
作
　
浅
香
友
貴
さ
ん
�

　
東
京
・
大
妻
高
等
学
校
二
年
�

・
佳
作
　
石
原
京
さ
ん
�

　
東
京
・
渋
谷
教
育
学
園
渋
谷
高
等
学
校
一
年
�

・
入
選
　
板
橋
佑
夏
さ
ん
�

　
宮
城
・
常
盤
木
学
園
高
等
学
校
一
年
�

・
入
選
　
小
倉
沙
弥
さ
ん
�

　
神
奈
川
・
横
浜
共
立
学
園
高
等
学
校
一
年
�

・
入
選
　
櫻
井
襟
香
さ
ん
�

　
宮
城
・
常
盤
木
学
園
高
等
学
校
二
年
�

・
入
選
　
田
幡
夏
海
さ
ん
�

　
東
京
・
東
洋
英
和
女
学
院
高
等
部
一
年
�

・
入
選
　
山
内
春
奈
さ
ん
�

　
茨
城
県
立
太
田
第
一
高
等
学
校
三
年
�

・
学
校
賞
�

　
栃
木
県
立
小
山
城
南
高
等
学
校
�

　
群
馬
県
立
吾
妻
高
等
学
校
�

　
茨
城
県
立
水
海
道
第
一
高
等
学
校
�

　
千
葉
・
千
葉
国
際
高
等
学
校
�

　
神
奈
川
・
横
浜
共
立
学
園
高
等
学
校
�

　
神
奈
川
・
鶴
見
大
学
附
属
高
等
学
校
�

　
福
岡
県
立
久
留
米
筑
水
高
等
学
校
�

視
機
能
療
法
学
科
�

お
お
る
り
会
卒
後
研
修
会
�

（
言
語
聴
覚
学
科
　
助
教
　
大
金
さ
や
香
）
�

●講義中の大伴潔先生�
●挨拶に立つ中村秀一所長�

　
八
月
四
日
、
言
語
聴
覚
学
科
会
総
会
と
卒

後
研
修
会
が
行
わ
れ
、
卒
業
生
約
一
〇
〇
名

が
参
加
し
た
。
�

　
ま
ず
、「
幼
児
期

と
学
童
期
に
お

け
る
言
語
発
達

ア
セ
ス
メ
ン
ト
」

と
題
し
、東
京
学

芸
大
学
の
大
伴

潔
先
生
よ
り
学

童
期
に
お
け
る
新
し
い
評
価
方
法
に
つ
い
て

の
講
義
が
行
わ
れ
、
学
童
期
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
評
価
の
新
た
な
視
点
を
学
ん
だ
。

次
に
、「
器
質
性
精
神
障
害
の
理
解
　
高
次
脳

機
能
障
害
に
併
発
す
る
も
の
と
し
て
」
と
題
し
、

本
学
科
の
穴
水
幸
子
講
師
よ
り
精
神
科
医
の

立
場
か
ら
、
事
例
を
交
え
て
講
義
が
行
わ
れ
た
。

高
次
脳
機
能
障
害
に
併
発
す
る
精
神
疾
患
と

い
う
こ
と
で
、
多
く
の
参
加
者
か
ら
質
問
が

あ
が
り
、
改
め
て
医
療
従
事
者
同
士
の
連
携

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
�

　
昼
食
時
の
懇
親
会
で
は
昔
話
や
近
況
報
告

な
ど
で
時
を
楽
し
ん
だ
。
明
日
か
ら
は
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
で
臨
床
と
向
き
合
い
自
分
と
向

き
合
う
日
々
が
続
く
。
し
か
し
、
「
話
し
合

え
る
仲
間
」
が
近
く
に
い
て
、
悩
ん
だ
時
に
「
相

談
で
き
る
恩
師
」
が
母
校
に
い
る
こ
と
を
確

か
め
、
強
い
絆
と
明
日
へ
の
活
力
を
得
た
一

日
で
あ
っ
た
。
�

� 言
語
聴
覚
学
科
�

第
一
三
回
�

日
本
医
療
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会
�

栃
木
支
部
学
術
集
会
�

� 医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
�

：
�



（
総
務
部
）�

（
事
務
部
総
務
課
）�

（
九
州
広
報
室
）�

（
九
州
広
報
室
）�

（
な
す
療
育
園
）� �

（
看
護
部
）�

附
属
病
院
�
国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
�

附
属
病
院
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院
�

附
属
病
院
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
�

附
属
病
院
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院
�

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
福
岡
地
区
）�

高
木
病
院
・
福
岡
山
王
病
院
�
臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
福
岡
地
区
）�

介
護
老
人
保
健
施
設
水
郷
苑
�

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
�

お
お
か
わ
ケ
ア
ハ
ウ
ス
�

�

　
一
〇
月
六
日
、
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
市
民
公
開
講
座

を
開
催
し
た
。
今
回
の
講
座
は
、
国
福
病
院
が

六
月
か
ら
腎
泌
尿
器
外
科
お
よ
び
消
化
器
外
科

に
て
「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
Ｓ
ｉ
」
を
用
い
た
ロ
ボ

ッ
ト
支
援
手
術
を
開
始
し
た
こ
と
を
記
念
し
て

開
催
さ
れ
た
も
の
だ
。
�

　
当
日
は
、
蘇
原
泰
則
病
院
長
の
挨
拶
に
続
き
、

北
島
政
樹
学
長

の
「
患
者
に
優

し
い
最
先
端
外

科
治
療
〜
内
視

鏡
下
手
術
と
ロ

ボ
ッ
ト
手
術
の

過
去
・
現
在
・

未
来
〜
」
お
よ

び
筑
波
大
学
腎
泌
尿
器
外
科
の
西
山
博
之
教
授

に
よ
る
基
調
講
演
「
前
立
腺
が
ん
〜
診
断
と
治

療
の
最
先
端
〜
」
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
「
ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
Ｓ
ｉ
」
を
使
っ
て
胃
が
ん
、
前
立
腺

が
ん
の
手
術
を
手
が
け
た
医
師
二
名
に
よ
る
症

例
報
告
が
あ
っ
た
。
最
後
に
行
っ
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
未
来
の
手
術
」
で
は
、
西
山
教
授
、
北

島
学
長
を
交
え
、
外
科
手
術
の
将
来
展
望
が
熱

く
語
ら
れ
た
。
�

　
当
日
は
一
般
市
民
の
ほ
か
産
学
医
工
連
携
の

行
政
担
当
者
や
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
開
発
者
な

ど
、
総
勢
約
三
〇
〇
名
の
来
場
者
が
あ
り
、
熱

心
に
聴
講
し
て
い
た
。
�

�　
九
月
九
日
の
救
急
の
日
に
ち
な
み
、
静
岡
県

で
は
九
月
を「
救
急
医
療
を
考
え
る
月
間
」と
し
、

毎
年
県
内
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。

本
年
度
は
当
院
に
お
い
て
熱
海
市
役
所
、熱
海

市
消
防
本
部
、消
防
署
と
協
力
し
、「
救
急
の
日

イ
ベ
ン
ト
」を
開
催
し
た
。
救
急
救
命
講
習
会

（
実
技
講
習
含
む
）や
当
院
循
環
器
内
科
重
政
朝

彦
教
授
に
よ
る
心

臓
病
に
関
す
る
講

演
な
ど
を
実
施
し
、

さ
ら
に
、市
の
救

急
医
療
を
担
う
当

院
の
日
々
の
活
動

に
対
し
て
、齊
藤

栄
熱
海
市
長
よ
り

感
謝
状
が
贈
ら
れ

た
。
�

　
こ
う
し
た
県
や
市
の
取
り
組
み
を
受
け
、九
月

三
○
日
、当
院
主
催
で
日
本
救
急
医
療
財
団
理
事

長
の
島
崎
修
次
先
生
を
お
迎
え
し
、救
急
医
療
講

演
会
を
開
催
し
た
。「
救
急
医
療
に
お
け
る
地
域

医
療
機
関
の
役
割
」と
い
う
題
目
で
、当
院
職
員

だ
け
で
な
く
、熱
海
市
職
員
、近
隣
救
急
隊
の
方

な
ど
が
救
急
医
療
に
対
す
る
地
域
医
療
機
関
の

役
割
を
専
門
的
観
点
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
�

　
今
後
も
静
岡
県
東
部
と
神
奈
川
県
西
部
の
救

急
医
療
を
担
う
医
療
機
関
と
し
て
、皆
様
に
役

立
つ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
く
。
�

竜
巻
に
よ
る
被
害
�

「
秋
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
�

　
九
月
四
日
午
後
一
時
頃
、
ほ
ん
の
一
〇
秒

程
の
間
に
、
塩
谷
病
院
と
塩
谷
看
護
専
門
学

校
の
間
を
突
風
が
通
り
過
ぎ
た
。
�

　
飛
ん
で
き
た
物
に
よ
り
病
院
の
三
階
や
五

階
の
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
室
の
別
棟

の
屋
根
や
外
壁

が
破
損
。
さ
ら

に
、
職
員
の
自

家
用
車
四
〇
台

以
上
な
ど
が
被

害
に
遭
っ
た
。
�

　
幸
い
に
も
怪

我
人
は
な
く
、

診
療
に
も
支
障

は
な
か
っ
た
。

窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
の
も
病
室
で
は
な
く
ラ

ウ
ン
ジ
で
あ
っ
た
こ
と
、
昼
食
時
間
を
過
ぎ

て
お
り
ラ
ウ
ン
ジ
に
人
が
い
な
か
っ
た
こ
と
、

通
り
道
が
職
員
駐
車
場
で
あ
り
、
外
来
駐
車

場
に
は
被
害
が
な
か
っ
た
こ
と
等
の
偶
然
が

重
な
っ
た
た
め
だ
。
�

　
そ
の
後
す
ぐ
に
大
会
議
室
に
対
策
本
部
を

設
置
し
、
被
害
状
況
の
把
握
や
、
テ
レ
ビ
局
・

新
聞
社
等
の
マ
ス
コ
ミ
へ
の
対
処
方
法
の
取

り
決
め
を
し
た
。
ま
た
今
後
、
注
意
報
・
警

報
が
出
た
時
に
は
、
外
の
様
子
を
注
意
し
て

見
る
こ
と
、
窓
や
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
る
、
布

団
を
被
る
等
を
決
定
し
た
。
�

�

　
一
○
月
二
六
日
、
一
一
階
三
田
ホ
ー
ル
に
て
、

看
護
部
主
催
に
よ
る「
秋
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
当
院
外
来
を
受
診
さ

れ
て
い
る
患
者
様
と
そ
の
ご
家
族
、
周
辺
地
域

の
方
々
を
対
象
に
、
健
康
へ
の
意
識
を
高
め
生

活
習
慣
病
予
防
に
役
立
て
る
こ
と
が
目
的
。
年

一
回
開
催
し
、
今
年
で
四
回
目
と
な
る
。
�

　
当
日
は
台
風
の
接
近
で
あ
い
に
く
の
雨
と
な

り
、
来
場
者
は
や
や
少
な
め
の
五
○
名
だ
っ
た
。

し
か
し
、今
年
新
た
に
加
え
た「
骨
密
度
測
定
」、

「
医
師
に
よ
る
健
康
相
談
」の
項
目
は
も
ち
ろ
ん
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
に

よ
る「
姿
勢
チ
ェ
ッ
ク
」、「
あ
な
た
の
下
肢
筋
力

年
齢
は
？
」、「
声
の
体
力
」な
ど
普
段
経
験
で
き

な
い
内
容
で
、非
常
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

い
た
。
ま
た
、管
理
栄

養
士
に
よ
る「
集
団
栄

養
指
導
」、感
染
管
理

認
定
看
護
師
に
よ
る「
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策
法
」

な
ど
今
の
必
要
性
に

マ
ッ
チ
し
た
内
容
で

好
評
で
あ
っ
た
。
�

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
�

「
と
て
も
役
立
っ
た
」、

「
ぜ
ひ
今
後
も
続
け
て
ほ
し
い
」な
ど
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。来
年
度
も
こ
の

評
価
を
生
か
し
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
、少

し
で
も
皆
様
の
健
康
維
持
の
手
助
け
を
し
た
い
。
�

�

　
栃
木
県
が
公
募
し
た
、
病
院
等
の
整
備
計

画
（
全
県
で
二
八
八
床
の
病
床
再
配
分
計
画
）

に
対
し
、
当
院
で
は
一
五
○
床
の
病
床
配
分

の
申
請
を
し
て
い
た
が
、
こ
の
た
び
栃
木
県

か
ら
五
五
床
の
増
床
内
示
が
あ
っ
た
。
�

　
五
五
床
の
内
訳
は
、
脳
神
経
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
循
環
器
セ
ン
タ
ー
に
四
○
床
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ

＝
心
疾
患
集
中
治
療
室
五
床
を
含
む
）
、
発

達
発
育
セ
ン
タ
ー
に
一
五

床
で
あ
る
。
�

　
当
院
の
病
床
数
は
現
在

三
五
三
床
だ
が
、
今
回

内
示
の
あ
っ
た
五
五
床

を
含
め
る
と

四
○
八
床

と
な
り
、

特
定
機
能

病
院
の
承

認
要
件
と

な
っ
て
い

る
四
○
○

床
を
満
た
す

こ
と
と
な
る
。
�

　
今
後
当
院
で
は
、
来
春
導
入
さ
れ
る
最
新

型
の
リ
ニ
ア
ッ
ク
や
新
設
さ
れ
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐

Ｃ
Ｔ
室
、
そ
し
て
九
室
に
増
設
さ
れ
る
手
術

室
を
は
じ
め
、
増
床
に
向
け
て
種
々
の
機
能

強
化
を
行
い
、
さ
ら
な
る
医
療
体
制
の
充
実

を
図
る
予
定
で
あ
る
。
�

　
九
月
一
日
に
新
設
さ
れ
た
福
岡
山
王
病
院
循

環
器
セ
ン
タ
ー
と
高
木
病
院
循
環
器
セ
ン
タ
ー
の
セ

ン
タ
ー
長
な
ら
び
に
国
際
医
療
福
祉
大
学
・
大
学

院
教
授
と
し
て
、
前
小
倉
記
念
病
院
循
環
器
内

科
主
任
部
長
の
横
井
宏
佳
先
生
が
着
任
さ
れ
た
。
�

　
横
井
セ
ン
タ
ー
長
は
、平
成
三
年
よ
り
二
二
年

間
で
五
万
例
も
の
Ｐ
Ｃ
Ｉ（
冠
動
脈
形
成
術
）に

携
わ
り
、
ご
自
身
も
一
万
例
の
Ｐ
Ｃ
Ｉ
、Ｅ
Ｖ
Ｔ

（
末
梢
血
管
内
治
療
）を
手
掛
け
た
日
本
屈
指
の

医
師
で
あ
る
。
横
井
セ
ン
タ
ー
長
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
紹
介
す
る
。
�

　
◆
◆
◆
�

　
「
病
態
に
応

じ
た
的
確
な
治

療
を
行
え
る
よ
う
、

福
岡
山
王
病
院

循
環
器
セ
ン
タ
ー

で
は
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン（
心
筋
焼
灼
術
）を

行
う
ハ
ー
ト
リ
ズ
ム
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
、
高
木
病

院
循
環
器
セ
ン
タ
ー
で
は
循
環
器
内
科
と
心
臓
血

管
外
科
と
連
携
し
て
、専
門
で
あ
る
カ
テ
ー
テ
ル

治
療
を
中
心
に
、心
臓
は
も
ち
ろ
ん
、頸
動
脈
、腎

動
脈
、下
肢
動
脈
な
ど
の
血
管
疾
患
に
対
す
る

治
療
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、専
門

医
師
と
理
学
療
法
士
が
協
力
し
て
運
動
療
法（
心

臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
）に
注
力
す
る
と
と
も
に
、

血
管
疾
患
の
予
防
啓
発
に
も
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
を
通
じ
て
、両
病
院
が
日

本
の
循
環
器
治
療
の
新
た
な
拠
点
と
な
る
よ
う

尽
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
�

　
開
設
二
○
周
年
を
迎
え
た
介
護
老
人
保
健
施

設
水
郷
苑（
福
岡
県
柳
川
市
）は
九
月
二
一
日
に
、

隣
接
す
る
柳
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
講
堂
で

記
念
講
演
会
・シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。「
こ

れ
か
ら
の
介
護
老
人
保
健
施
設
の
役
割
」が
テ

ー
マ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
新
宿
け
や
き
園

施
設
長
の
杉
原
素
子
副
大
学
院
長
に
よ
る
基
調

講
演
、シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
よ
る
意
見
交
換
、そ
し

て
福
岡
保
健
医
療
学
部
の
辻
貞
俊
学
部
長
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
た
。夕
刻
か
ら
は「
柳
川
秋

ま
つ
り
」を
開
催
。約
四
○
○
○
人
の
来
場
者

で
賑
い
、フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
花
火
を
打
ち
上
げ
た
。
�

　
開
設
一
○
周

年
を
迎
え
た
軽

費
老
人
ホ
ー
ム
お

お
か
わ
ケ
ア
ハ
ウ
ス

（
福
岡
県
大
川
市
）

も
記
念
式
典
を

開
催
し
た
。
開

設
当
初
は
九
名

か
ら
始
ま
り
、現

在
は
五
○
名
が

入
所
さ
れ
て
い
る
。竜
茂
隆
施
設
長
の
ご
挨
拶

の
後
、山
本
匡
介
高
木
病
院
名
誉
病
院
長
が
記

念
講
演
を
行
い
、高
齢
者
が
健
康
で
長
生
き
を

す
る
た
め
の
注
意
を
中
心
に
、病
気
を
引
き
起

こ
す
原
因
や
そ
の
予
防
策
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
い
た
。
�

�

　
九
月
二
六
日
〜
二
七
日
、
栃
木
県
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
で
、
第
三
九
回
日
本
重
症
心
身

障
害
学
会
学
術
集
会
が
開
催
さ
れ
、
国
際
医

療
福
祉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
・
な
す
療

育
園
施
設
長
の
下
泉
秀
夫
教
授
が
大
会
長
を

務
め
た
。
�

　
初
日
は
、

大
会
長
挨

拶
の
後
、

柳
川
療
育

セ
ン
タ
ー

長
の
高
嶋

幸
男
教
授
が
「
重
症
心
身
障
害
の
脳
を
理
解

し
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
療
育
を
行
う
」

と
題
し
て
教
育
講
演
を
行
っ
た
。
ま
た
、
介

護
分
野
に
応
用
が
始
ま
っ
て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト

ス
ー
ツ
「
Ｈ
Ａ
Ｌ
」
開
発
者
の
山
海
嘉
之
先

生
の
特
別
講
演
に
続
き
、
障
害
を
持
っ
た
方

が
自
ら
モ
デ
ル
と
な
っ
て
登
場
す
る
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
、
モ
デ
ル
を
務

め
た
障
害
者
と
そ
の
ご
家
族
が
一
体
と
な
り

感
動
的
な
ス
テ
ー
ジ
と
な
っ
た
。
�

　
二
日
目
に
は
「
多
職
種
連
携
に
よ
る
重
症

心
身
障
害
児
（
者
）
の
客
観
的
視
機
能
評
価

法
の
確
立
と
普
及
」
と
題
し
て
、
本
学
視
機

能
療
法
学
科
長
の
新
井
田
孝
裕
教
授
が
特
別

講
演
を
行
っ
た
。
二
日
間
で
三
つ
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
二
六
三
演
題
の
発
表
な
ど
が
あ
り
、

参
加
者
が
延
べ
一
○
○
○
人
を
超
え
る
盛
会

と
な
っ
た
。
�

�

IUHW Public Relations Magazine 2013.12

●感染管理認定看護師による「ノロウイルス対策法」�●開会の挨拶をする下泉大会長�

●新しく着任された横井宏佳センター長�

●基調講演を行う北島学長�

●導入予定のPET-CT

●齊藤市長より表彰を受ける池澤善郎上席副院長�

●被害にあったリハビリテーション室の別棟�
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施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
�

施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
病
院
／
国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
病
院
／
国
際
医
療
福
祉
大
学
三
田
病
院
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院
／
高
木
病
院
・
福
岡
山
王
病
院
／
介
護
老
人
保
健
施
設
水
郷
苑
・
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
お
お
か
わ
ケ
ア
ハ
ウ
ス
�

増
床
と
今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
�

循
環
器
セ
ン
タ
ー
長
に
横
井
宏
佳
先
生
が
着
任
�

手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
」を
�

テ
ー
マ
に
し
た
市
民
公
開
講
座
を
開
催
�

「
救
急
の
日
イ
ベ
ン
ト
」
と
�

「
救
急
医
療
講
演
会
」
�

周
年
事
業
を
実
施
！
�

第
三
九
回
�

日
本
重
症
心
身
障
害
学
会
学
術
集
会
�

（
大
会
長
　
下
泉
秀
夫
施
設
長
）開
催
の
�

ご
報
告
� ： �

（
運
営
部
　
木
村
裕
幸
）�

（
総
務
課
　
中
原
正
実
）�
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◯c 国際医療福祉大学2013 　Printed in Japan　禁無断転載・複写�

（大学院サイトのトップページ右上からどうぞ）�

http://www.iuhw.ac.jp/

学べる！役立つ！究める！動画サイト。医療・福祉・介護のエキスパートのあなたへ�

http://www.ch774.com

●理学療法分野　�
第47回日本理学療法士協会全国学術研修大会(鹿児島)�

●作業療法分野　�
作業療法フォーラム2012、第51回作業療法全国研修会(岩手)�

●言語聴覚分野　�
摂食・嚥下�
リハビリテーションの実際�

●介護・福祉分野�
自立支援型ケアマネジメント・�
自立支援介護2013

●医療・福祉・経営実務　�
経営者のための医療政策の潮流講座2�

●厚生労働省情報　�
厚生労働省障害保健福祉関係主管課長会議�
(11月11日開催) ※無料配信�

●受験講座�
介護福祉士国家試験�
実技試験対策DVD�
(全2巻10,500円) �
11月下旬発売予定�

●乃木坂スクール�
遺伝子診断、治療とその問題点�

●情報BOX　�
納得！カラダ事典(健康に役立つ�
情報を専門医がわかりやすく�
お教えします)

●大学授業・副教材　�
教育学、ボランティア論、国際医療福祉論、生命倫理、医療福祉教養講座、トップクラス講義、関連職種連携論、音声障害学、�
ＰＴ動作分析論、生理光学、公衆衛生看護活動、産業看護の基礎、視能訓練学、等�

お問い合わせは�

主な配信番組�

主な�
配信番組�

フリーダイヤル　0120-870-774　医療福祉eチャンネル お客さま係（月曜～金曜 9:00～17:00）�
Eメール　info@iryoufukushi.com　〒107-0062 東京都港区南青山1-3-3 青山一丁目タワー4階�

好評配信中�

TOPICS

学生向け動画配信サイト�「国際医療福祉大学VODライブラリー」http://www.ch774.com/student.php

医療福祉専門職として活躍中の卒業生のみなさん、�
大学院でさらなるレベルアップをめざしませんか! �
本学卒業生は入学金が免除となります。�
本学グループ職員対象の奨学金制度もあります。�

本学はキャリアアップをめざす医療福祉職の方々を支援するため、大学院進学をはじめとするさまざまな学習の場を提供しています。�

学内推薦入試制度あり�

IUHW Graduate School Information

国際医療福祉大学大学院の課程編成�

大学院入試に関するお問い合せは入試事務室まで（TEL：0287‐24‐3200）�

「働きながら大学院で学びたい」�
社会人が学びやすい3つの特長�

大学院の Facebook、Twitter、�
紹介ムービーをぜひご覧ください�

2014年度 入学生募集�

生涯学習 の ご 案 内 �

大学院�

大田原、東京青山、小田原、熱海、福岡、大川に�
6つのキャンパスを開設しています。�

医療福祉学研究科�

薬科学研究科�薬学研究科�

保健医療学専攻� 医療福祉経営専攻�

臨床心理学専攻�

●看護学分野��

●ナースプラクティショナー�

　養成分野��

●助産学分野��

●理学療法学分野��

●作業療法学分野��

●言語聴覚分野��

●視機能療法学分野��

●福祉支援工学分野��

●リハビリテーション学分野��

●放射線・情報科学分野��

●生殖補助医療胚培養分野�

生命薬科学専攻�
●生命薬学分野��
●医療薬学分野�

保健医療学専攻�
●看護学分野��
●助産学分野��
●理学療法学分野��
●作業療法学分野��
●言語聴覚分野��
●視機能療法学分野��
●福祉支援工学分野��
●リハビリテーション学�
　分野��
●放射線・情報科学分野��
●生殖補助医療胚培養分野��
●医療福祉経営学分野��
●診療情報管理・�
　分析学分野��
●医療福祉国際協力学�
　分野��
●先進的ケア・ネットワーク��
　開発研究分野��
●医療福祉連携学分野��
●医療福祉ジャーナリズム��
　分野��
●医療福祉心理学分野�

●医療福祉経営学分野��

●診療情報管理・分析学分野�

●医療福祉国際協力学分野��

●先進的ケア・ネットワーク��

　開発研究分野��

●医療福祉連携学分野��

●医療福祉ジャーナリズム�

　分野�

修士課程�

（本学卒業生及び卒業見込者対象）�

修士課程�

医療・生命薬学専攻�

博士課程（4年制）�

博士課程�

①キャンパス�

多くの授業を平日の夕方以降と土曜日の昼間に�
行っています。�②カリキュラム�

複数のキャンパスでリアルタイムに受講できます。�
質問やディスカッションといった�
同時双方向のコミュニケーションが可能です。�

● Facebook はこちら： https://www.facebook.com/iuhwgs�
● Twitter はこちら： https://twitter.com/iuhw_grad�
● 紹介ムービーはこちら： http://www.iuhw.ac.jp/daigakuin/

③同時双方向�
　遠隔授業�

　
今
年
度
よ
り
、

薬
学
部
同
窓
会
幹

事
を
務
め
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
本

学
薬
学
部
第
一
期

卒
業
生（
〇
五
生
）の
松
本
准
で
す
。私
は
本
学

を
卒
業
後
、千
葉
大
学
大
学
院
へ
と
進
学
し
、今

年
度
よ
り
本
学
薬
学
部
の
助
手
を
勤
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。自
身
の
母
校
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、本
学
で
働
け
る
こ
と
を
心
よ
り
嬉
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。�

　
私
が
本
学
を
卒
業
し
て
か
ら
既
に
四
年
以
上

が
経
過
し
て
お
り
ま
す
。助
手
と
し
て
本
学
に
戻

っ
て
き
た
当
初
は
す
べ
て
が
懐
か
し
く
、大
田
原
市

内
を
車
で
走
っ
た
際
、こ
の
自
然
豊
か
な
地
に
ま

た
戻
っ
て
き
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
ま

し
た
。私
が
在
学
し
て
い
た
際
に
教
え
て
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
も
多
く
、現
在
は
同
僚
と
し
て
非
常
に

優
し
く
接
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。当
時
学
生
で
あ

っ
た
私
が
、現
在
は
本
学
薬
学
部
の
教
員
を
務
め

て
い
る
こ
と
に
関
し
て
な
ん
だ
か
不
思
議
な
感
じ

が
し
て
お
り
ま
す
が
、今
後
本
学
の
教
育
お
よ
び

研
究
に
精
一
杯
従
事
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。�

　
他
学
科
と
比
較
す
る
と
薬
学
部
の
歴
史
は
浅

く
、薬
学
部
に
お
け
る
同
窓
会
の
認
識
は
非
常
に

低
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。今
後
は
同
窓
会
幹

事
と
し
て
、薬
学
部
卒
業
生
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
等

を
企
画
し
、卒
業
生
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と

で
、本
学
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。今
後
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
る
機
会

も
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
私
は
今
、カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
フ
ラ
ト
ン
校

大
学
院
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
学
に
つ
い
て
学

ん
で
い
ま
す
。私
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
二
年
半
で
、あ
と

一
年
で
卒
業
予
定
で
す
。こ
ち
ら
で
言
語
療
法
士

（C
C
C
-SLP

C
ertificates of C

linical C
om
-

petence- Speech-Language Pathologist

）

と
し
て
働
く
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。�

　
大
学
院
で
は
日
本
の
言
語
聴
覚
士
養
成
校
と

同
様
に
、講
義
と
実
習
に
よ
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。講
義
の
内
容
は
日
本
と
さ
ほ

ど
変
わ
ら
ず
、言
語
障
害
、音
声
障
害
、構
音
障

害
、摂
食
・
嚥
下
障
害
、聴
覚
障
害
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
領
域
の
講
義
が
あ
り
ま
す
。大
き
く
異
な
る

の
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
の
中
で
常
にE

vidence 
based practicum

を
意
識
付
け
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。自
分
の
読
ん
で
い
る
論
文
が
ど
の
程
度
の

E
vidence

レ
ベ
ル
な
の
か
、そ
の
結
果
を
臨
床
に
反

映
さ
せ
る
方
法
、そ
の
意
義
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
の

科
目
の
研
究
論
文
と
し
て
ま
と
め
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。�

　
臨
床
実
習
は
私
が
日
本
で
行
っ
た
も
の
と
や
や

異
な
り
ま
す
。日
本
で
は
、学
内
実
習
で
一
名
の
患

者
様
を
数
名
の
学
生
で
担
当
し
、六
〜
八
週
間
の

学
外
実
習
で
は
実
習
指
導
者
の
下
で
数
名
の
患

者
さ
ん
を
担
当
し
ま
し
た
。私
は
現
在
学
内
実
習

中
で
す
。初
日
か
ら
一
対
一で
患
者
さ
ん
の
セ
ラ
ピ
ー

を
担
当
し
ま
す
。評
価
・
訓
練
計
画
を
立
て
、さ
ら

にT
herapy R

ationales

を
作
成
し
て
ス
ー
パ

ー
バ
イ
ザ
ー
と
話
し
合
っ
た
後
、セ
ラ
ピ
ー
を
開
始

し
ま
す
。ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
は
観
察
室
か
ら
臨
床

を
み
て
い
て
、実
習
後
に
フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
が
あ
り
ま

す
。診
療
録
も
す
べ
て
自
分
で
作
成
し
ま
す
。日
々

言
語
の
壁
に
当
た
っ
て
は
大
変
な
思
い
を
し
て
い

ま
す
が
、来
学
期
の
学
外
病
院
実
習
に
向
け
て
、

す
こ
し
ず
つ
自
信
を
つ
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。�

　
毎
日
、論
文
を
読
み
、レ
ポ
ー
ト
に
、テ
ス
ト
に
と

慌
し
い
日
々
で
す
。卒
業
後
も
資
格
取
得
の
た
め

に
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
下
で
約
九
か
月
間
、Clini-

cal F
ellow

ship Y
ear

を
実
施
し
、さ
ら
に
ア

メ
リ
カ
の
国
家
試
験
に
合
格
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。昨
年
一
年
間
は
国
際
医
療
福
祉
大
学
同
窓

会
マ
ロ
ニ
エ
会
よ
り
奨
学
金
を
い
た
だ
き
、経
済
的

に
も
バッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。道
は
長

く
険
し
い
で
す
が
、日
本
語
と
英
語
で
言
語
療
法

を
提
供
す
る
こ
と
を
夢
見
て
、こ
れ
か
ら
も
勉
学

に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。�

田
宮
　
愛
さ
ん
�

一
九
九
八
年
三
月
�

言
語
聴
覚
障
害
（
現
言
語
聴
覚
）
学
科
卒
業
。
�

大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
�

福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
勤
務
後
、
�

二
〇
一
二
年
一
月
よ
り
�

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
フ
ラ
ト
ン
校
に
留
学
中
。
�

�

★�
★�
★�

★�
★�
★�

�

：
�
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●臨床実習中のクラスの様子�
　（撮影：田宮愛）�

松
本
准
幹
事
を
ご
紹
介
し
ま
す
�

二
〇
〇
八
年
度
薬
学
部
薬
学
科
卒
�

同
窓
会
幹
事
紹
介
�

卒
業
生
通
信
�

現
在
、全
国
各
地
で
活
躍
す
る
卒
業
生
は
一
万
四
千
人
を
超
え
て
い
ま
す
。�

本
学
卒
業
生
向
け
の
情
報
を
よ
り
多
く
発
信
で
き
る
よ
う
、�

今
号
か
ら
広
報
誌
に
「
同
窓
会
通
信
」
の
ペ
ー
ジ
を
新
設
い
た
し
ま
し
た
。�

同
窓
会
お
よ
び
卒
業
生
の
情
報
を
選
り
す
ぐ
っ
て
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。�

 IU
H
W
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m
n
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o
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IUHW Alumni Association Report

　国際医療福祉大学ではGoogleのWebメールであるGmailを2011年度から
導入していますが、早く確実に卒業生に情報を届けることが可能であるため、こ
のたび、全卒業生にGmailアカウントを整備いたしました。�
　ご利用案内は同窓会ホームページに掲載してありますので、同窓生の皆様
は確認をお願いいたします。　�

　現在、同学科卒業生宛てに連絡先不明者リストを送付して
おります。リストに記載されている不明者への連絡が可能な方
は、お手数ですがご本人に連絡いただくか、本人の了解を得た
のち、同窓会事務局へ情報をお寄せください。�

事務局からのお知らせ�

大学Gmailの利用について�

連絡先�
不明者に�
ついて�

HP: http://maronie.iuhw.ac.jp/
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大田原キャンパスは、およそ66％の学生が市内のアパートでひとり暮らしを�
していますが、もちろん、自宅から電車とスクールバスを乗り継いで、�
あるいは、自宅から車で通っている学生もいます。�
今回はそんな自宅通学者のレポートをお届けします。�

ここから通っています！�
自宅通学生の通学レポート�

自宅通学の理由、利点は？�
　何よりも家族が身近にいることが一番の魅力です。いつも相談にのってくれ、私の健康状態
を気にかけてくれます。それと、夜遅く帰宅する私のために温かいご飯を準備してくれています。�

ひとり暮らしの友人とのつき合い方は？�
　うまくいっている人もいますが、なかなか難しいと思います。特にグループの中でひとりだけ
自宅通学だと…。グループのうち、ひとり暮らしと自宅通学が半分ずつくらいがうまくいくのでは。�

休日の過ごし方は？�
　土日も平日と同じくらいの時間に起きて７時からバイト。14時くらいに終わり、家に帰って
自分の洗濯をしたり家の手伝いをしたり。�

今後の予定は？�
　電車の乗り継ぎが悪くなったら車にしようと思っています。1か月ほど車で通学した時は、
高速道路を利用して朝は100分、夜は80分。時間の縛りがないので車の方が好きです。
ただ、運転中に勉強などできないのが難点。�

自宅通学の理由、利点は？�
　一番は経済面です。自宅から通えばかかるのは交通費だけ。せっか
く通えるところに住んでいるので、自宅通学を続けています。どんなに遅
くに帰っても、温かいご飯とお風呂があるので離れられません。�

ひとり暮らしの友人との付き合い方は？�
　入学当初は電車とバスで通っていたので、自分だけ先に帰ったり、相
手が先に帰ったりしていました。車にしてから帰る時間を合わせることが
できるようになり、早く終わる日は、一緒にご飯を食べに行くこともあります。�

休日の過ごし方は？�
　昼頃まで寝ています。あとはマンガや本を読んだりテレビを見たりと、
趣味を全うしてから、バイトに行きます。家族からは「干物女」と呼ばれています(笑)。�

今後の予定は？�
　本格的に実習が始まって、通うのが大変になったらひとり暮らしにするかもしれません。�
憧れもありますが、今の生活が気に入っているので、少し迷います。�

1限がある日は6時20分に家を出ます！�

定期代は3か月で155,710円�

スクールバス�

20分�

東北新幹線�

30分�

JR 両毛線�

10分�

自転車�

20分�

時間通りに起きられないことがあります。�
でも、眠い目をこすりながら通っているので、娘なりに頑張っていると思います。�

（これも家族の声）�

もう少し家事を�
やってほしい！�

家族の声�

自宅�

自宅�
（栃木県日光市）�

栃木� 小山� 那須塩原� 大田原�
キャンパス�

厚木 彩香さん�
（栃木県立栃木女子高校出身）�

薬学科１年�

●東口からスクールバスに�

●大田原キャンパスに到着�

●2000台収容の学生駐車場�

1年生の5月頃からコツコツ通い、8月に運転免許をとりました！�

ガソリン代は1か月16,000～20,000円�

車�

70分�

電車では２時間かかり、時間も拘束されるので車で通わせています。�
寝る時間が遅いので、居眠り運転が心配です。�

今回初めて自宅通学生にスポットライトを当てました。自宅通学の良いところとしてふたりに共通しているのが、「温かいご飯」が待っていること。�
これはやはり大きなポイントかもしれません。ひとり暮らしの友だちとの時間に制約があることもわかりました。�
将来のひとり暮らしも考えながら、家族に支えられて頑張っている姿がうかがえるレポートでした。�

家族の声�

大田原キャンパス�
塚原 栞さん�
（國學院大學栃木高校出身）�

薬学科2年�

●自宅に最寄りのJR栃木駅。�

●ギネスに載っている世界で一番長い杉並木。� ●11月中旬、まだ残っていた紅葉。�

●栃木市内を流れる巴波川。�
　夜のライトアップが自慢です。�


